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表
紙
の
紹
介

　
西
目
高
校
市
民
農
園
の
収
穫
祭
が
十
月
十

七
日
に
行
わ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
七
十
人
が

お
よ
そ
十
㌃
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を

楽
し
み
ま
し
た
。
荘
司
秀
子
さ
ん
（
57
歳
・

石
脇
）
は
「
姉
た
ち
と
参
加
し
ま
し
た
。
自

分
で
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
で
き
る
喜

び
を
感
じ
ま
す
ね
。
焼
き
芋
も
楽
し
み
」
と

話
し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
大
き
く
育
ち
、

味
も
上
々
。
収
穫
後
は
、
先
生
方
の
自
作
に

よ
る
か
ま
ど
で
焼
い
た
焼
き
芋
を
味
わ
い
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
ホ
ク
ホ
ク
し
て
甘
く
、

お
い
し
い
」
な
ど
と
味
覚
の
秋
を
満
喫
し
、

笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

ま ち の 風 景

秋の鳥海高原を楽しむ「花立秋まつり」
　鳥海高原秋まつりのひとつ「花立秋まつり」が10月
14日、矢島地域の花立クリーンハイツ駐車場を主会場
に開催されました。秋晴れの空のもとゴーカートタイ
ムレースや讃岐うどん早食い大会などさまざまな催し
が行われ、多くの家族連れでにぎわいました。
　中でも一番の人気を集めたのが「豚汁無料サービス」

（写真）。先着300人限定とあって、開始時間前にはテン
トの前に長蛇の列が…。開始からわずか30分たらずで
大鍋は空っぽになりました。
　会場では、イベントや秋の味覚を楽しむ人、地域の
特産品をおみやげに買って帰る人など、爽やかな秋の
鳥海高原を思い思いに楽しんでいました。
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九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
九
日
ま
で
、
第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
本
大
会
が
行
わ
れ
、
四
十
一
競
技
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
四
十
六
年
ぶ
り
の
国
体
開
催
に
、
県
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
地
元
の

大
声
援
を
受
け
た
選
手
た
ち
が
各
競
技
で
快
進
撃
を
展
開
。
本
県
は
男
女
総

合
成
績
と
女
子
総
合
成
績
で
第
一
位
と
な
り
、
天
皇
杯
と
皇
后
杯
を
獲
得
し

ま
し
た
。
本
県
選
手
団
の
両
栄
冠
の
獲
得
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
同
月
十
三
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
第
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」
が
行
わ
れ
、
両
大
会
と
も
盛
会
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
国
体
の
正
式
競
技
七
競
技
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
二
競
技
と
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一
競
技
が
行
わ
れ
、

延
べ
五
万
人
の
観
客
が
各
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
国
体
と
地
方
事

情
の
ご
視
察
の
た
め
、
高
円
宮
妃
殿
下
と
桂
宮
殿
下
が
来
県
さ
れ
、
本
市
な

ど
を
ご
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。
　 

　
市
内
の
各
会
場
で
は
準
備
か
ら
運
営
、
応
援
な
ど
に
、
競
技
団
体
関
係
者

や
審
判
員
、
地
域
の
中
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
婦
人
会
、
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
関
係
な
ど
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
温
か
な
心
配

り
で
大
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
を
振
り
返
り
ま
す
。 

地
域
挙
げ
て
の
応
援
、

地
域
挙
げ
て
の
応
援
、
ご
支
援

ご
支
援 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

地
域
挙
げ
て
の
応
援
、
ご
支
援 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

各競技で優勝した都道府県に、本市から「特大ごてん 
まり」を贈呈しました。（サッカー〈女子〉表彰式で） 

本荘弓道場前で 

温かな心配りでもてなした大内地域の民泊（新沢交流センター） 

市
総
合
体
育
館
で 

国体関係 
 スナップ・ 
  リポート 

１ 
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市
民
憲
章
策
定
委
員
会
が
、
八
月
に
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
草
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
検
討
し
答
申
し
た
「
由
利
本
荘
市
民
憲
章
」

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
晴
れ
の
発
表
は
十
一
月
十
三
日
　
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
本
荘
文
化
会
館
で
、
名
誉
市
民
・

功
労
者
顕
彰
式
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
す
。 

（火） 

由
利
本
荘
市
民
憲
章

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る
恵
み
を
受
け
、
高
原
に

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る
恵
み
を
受
け
、
高
原
に
さ
わ
や
か
な
風
そ
よ
ぎ

さ
わ
や
か
な
風
そ
よ
ぎ
、

田
園
う
る
お
す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す

田
園
う
る
お
す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
を

　
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
産
業
を
育
て

大
切
に
し
、
産
業
を
育
て

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を
持
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を
持
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て
、
生
命
力
に
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に

豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て
、
生
命
力
に
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に
つ
と
め
ま
す

つ
と
め
ま
す
。

一
、
思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い
、
温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち

思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い
、
温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え
、
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を

す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え
、
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を
き
ず
き
ま
す

き
ず
き
ま
す
。

一
、
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
心
を
世
界
に
開
い
て
、
文
化
の
香
り
高
い
風
土

ふ
る
さ
と
に
学
び
、
心
を
世
界
に
開
い
て
、
文
化
の
香
り
高
い
風
土
を
そ
だ
て
ま
す

を
そ
だ
て
ま
す
。

一
、
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
励
み
、
希
望
に
満
ち
た
明
日
へ

生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
励
み
、
希
望
に
満
ち
た
明
日
へ
向
か
っ
て
す
す
み
ま
す

向
か
っ
て
す
す
み
ま
す
。

　東北大学農学部卒業後、三共（株）研
究員、東京農工大学教授などを歴任。
高コレステロール血症治療薬ＭＬ‐２３６
Ｂ（スタチン）の開発に成功された業績
は国際的に高く評価されています。平
成１８年日本国際賞受賞、本年３月に５
人目の名誉県民として顕彰されました。
（株）バイオファーム研究所所長、東京
農工大学名誉教授、東北大学特任教授。
東由利法内生まれ、東京都杉並区在住。 

　昭和３９年１月に旧本荘市消防団員に
任命され、平成４年７月に副団長、平
成１４年４月に旧本荘市消防団長を歴任
し、合併後は市消防団長に就任。本年
４月まで通算４３年余りにわたり在職さ
れ、消防団活動の充実、市全域の防災
と市民生活の安定に尽力されました。
享年６６。 

名
誉
市
民 

遠 

藤 

　 

章 

氏 

（
73
歳
・
農
学
博
士
）

民
生
功
労 

菅 

原 

正 

一
氏 

故 

（
前
消
防
団
長
・
本
荘
地
域
）



興奮と感動に沸いた11日間
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地
元
高
校
生
た
ち
の
大
活
躍
に
沸
く�

�
　
□
カ
ヌ
ー
競
技
／
本
荘
地
域�

�

　
カ
ヌ
ー
競
技
会
（
フ
ラ
ッ
ト
ウ
オ
ー

タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
）
は
九
月
三
十
日
か

ら
十
月
三
日
ま
で
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア

ク
ア
パ
ル
前
の
子
吉
川
特
設
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
チ
ー
ム
の
主
力

を
務
め
る
本
市
の
選
手
た
ち
は
、
子
吉

川
で
鍛
え
た
実
力
を
存
分
に
発
揮
。
少

年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
で
は
佐
々
木
健

彦
君
（
本
荘
高
）
と
　
橋
巧
君
（
西
目

高
）
の
ペ
ア
が
、
五
百
㍍
と
二
百
㍍
の

両
種
目
で
優
勝
。
同
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ

ン
グ
ル
で
も
小
野
祐
佳
さ
ん
（
本
荘

高
）
が
二
種
目
で
準
優
勝
を
飾
り
、
地

元
選
手
が
続
々
と
入
賞
す
る
大
活
躍
に

会
場
は
熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
、
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。�

▽
成
年
男
子
五
百
㍍
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ

ン
グ
ル
①
安
保
泰
斗
さ
ん
（
秋
田
県
）
、

▽
同
五
百
㍍
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
⑧
土

橋
傑
さ
ん（
同
）▽
同
二
百
㍍
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
シ
ン
グ
ル
④
安
保
泰
斗
さ
ん�

▽
男
女
総
合
①
大
分
県
、
③
秋
田
県
　

▽
女
子
総
合
①
大
分
県
、
⑤
秋
田
県�

�

す
ば
ら
し
い
会
場
、
進
行
も
ス
ム
ー
ズ�

�

　
□
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
、
□
ク
レ
ー

射
撃
競
技
／
岩
城
地
域�

�

　
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
会
（
Ｃ
Ｐ
を
除

く
）
は
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
三
日
ま

で
ラ
イ
フ
ル
と
ピ
ス
ト
ル
種
目
が
県
立

総
合
射
撃
場
で
、
ビ
ー
ム
の
種
目
が
岩

城
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
ラ
イ
フ
ル

射
撃
成
年
男
子
　
㍍
伏
射
で
渋
谷
志
さ

ん
（
県
警
）
が
優
勝
を
飾
っ
た
ほ
か
、

五
種
目
で
県
勢
が
入
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
レ
ー
射
撃
競
技
会
は
十
月
六
日

か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
ト
ラ

ッ
プ
と
ス
キ
ー
ト
の
両
種
目
で
本
県
チ

ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。�

　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
の
会
場
で
は
、
ふ

だ
ん
か
ら
競
技
に
親
し
ま
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
高
円
宮
妃
殿
下
が
実
際
に
試
射

を
な
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ー
ム
ピ

ス
ト
ル
の
疑
似
体
験
交
流
会
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
地
域
の
婦
人
会
や
食
生
活
改

善
推
進
員
の
協
力
を
得
て
、
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
選
手
や

応
援
団
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ク
レ

ー
射
撃
競
技
に
参
加
し
た
重
永
久
隆
さ

ん
（
　
歳
・
宮
崎
県
）
は
「
六
回
目
の

国
体
出
場
で
す
。
会
場
の
設
備
は
す
ば

ら
し
く
、
進
行
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

冷
や
お
ろ
し
な
ど
の
地
酒
も
堪
能
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。�

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
▽
男
女
総
合
①
埼

玉
県
　
▽
女
子
総
合
①
滋
賀
県�

ク
レ
ー
射
撃
競
技
▽
ト
ラ
ッ
プ
団
体
①

埼
玉
県
②
神
奈
川
県
③
岡
山
県
⑦
秋
田

県
▽
ス
キ
ー
ト
団
体
①
栃
木
県
②
広
島

県
③
兵
庫
県
⑧
秋
田
県
▽
男
女
総
合
①

栃
木
県
、
岡
山
県�

�

子
ど
も
た
ち
の
声
援
が
会
場
に
響
い
て�

�

□
サ
ッ
カ
ー
競
技（
女
子
）／
西
目
地
域�

�

　
サ
ッ
カ
ー
競
技
会（
女
子
）は
十
月
一

日
か
ら
四
日
ま
で
、
西
目
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
サ
ッ
カ
ー
場
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
勝
利
を
願
う
満
員
の
観
客
が
注
目
す

る
中
、
本
県
チ
ー
ム
は
初
日
の
四
試
合

目
に
登
場
し
新
潟
県
と
対
戦
。
前
半
を

０
対
０
で
折
り
返
し
た
も
の
の
、
後
半

十
六
分
過
ぎ
に
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
、

試
合
終
了
。
初
戦
を
飾
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
選
手
入
場
で
は
西
目
小
児
童
が
各
チ

ー
ム
の
選
手
を
エ
ス
コ
ー
ト
。
ま
た
、

各
試
合
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
も
子
ど
も

た
ち
が
ス
ギ
ッ
チ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
二
日
目
に

来
場
し
た（
財
）日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
・

川
淵
三
郎
キ
ャ
プ
テ
ン
も
そ
の
姿
に
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。�

　
手
分
け
し
、
す
べ
て
の
試
合
で
チ
ー

ム
ご
と
の
応
援
席
に
分
か
れ
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
打
ち
な
が
ら
熱
い
声

援
を
送
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
選

手
や
観
衆
に
好
感
を
与
え
ま
し
た
。�

▽
成
績
①
兵
庫
県
②
三
重
県
③
埼
玉
県�

�

３
地
域
で
熱
戦
、
雨
天
中
止
で�

４
チ
ー
ム
優
勝
は
史
上
初�

�

　
□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
／
本
荘
・
由

利
・
矢
島
地
域�

�

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
は
十
月
五
日

か
ら
八
日
ま
で
、
成
年
男
子
が
鶴
舞
球

場
で
、
成
年
女
子
が
矢
島
多
目
的
広
場

な
ど
で
、
少
年
男
子
が
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
、
少
年
女
子
が
由
利
運
動
公
園

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
種
別
ご
と
に
各
十
六
チ
ー
ム
、
計
六

十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
初
日
と
二
日

目
に
一
回
戦
を
実
施
。
秋
田
新
電
元
を

主
体
と
し
た
成
年
男
子
チ
ー
ム
が
地
元

の
大
声
援
を
受
け
先
制
し
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
逆
転
さ
れ
惜
敗
。

少
年
男
子
に
出
場
し
た
由
利
工
業
高
を

主
体
と
す
る
本
県
チ
ー
ム
は
序
盤
の
チ

ャ
ン
ス
に
得
点
で
き
ず
、
ま
た
成
年
女

子
も
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、
と
も
に
一
回

戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
二
日
目
に
は
明
桜
高
校
を
主
体
と
し

た
少
年
女
子
チ
ー
ム
が
大
分
県
と
対
戦
。

試
合
は
本
県
の
藤
林
投
手
が
毎
回
奪
三

振
の
力
投
を
見
せ
、
終
盤
六
回
に
タ
イ

ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
得
た
一
点
を
死
守
し

競
り
勝
ち
ま
し
た
。
翌
三
日
目
、
少
年

女
子
の
準
々
決
勝
で
滋
賀
県
と
対
戦
し

た
秋
田
は
０
ー
０
で
七
回
終
了
。
延
長

戦
の
タ
イ
ブ
レ
ー
カ
ー
で
力
尽
き
、
ベ

ス
ト
４
進
出
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
矢
島
地
域
で
は
中
学
生

を
対
象
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
終
日
に
準
決
勝
と
決
勝
を
行
う
予

定
で
し
た
が
、
未
明
か
ら
の
大
雨
で
競

技
は
中
止
に
。
種
別
そ
れ
ぞ
れ
で
勝
ち

残
っ
た
四
チ
ー
ム
が
優
勝
と
い
う
、
大

会
史
上
初
の
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。�

　
少
年
男
子
の
会
場
で
は
秋
田
由
利
牛

の
炭
火
焼
き
や
き
り
た
ん
ぽ
の
出
店
が

並
び
、
全
国
へ
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、

地
域
ご
と
の
応
援
も
熱
を
帯
び
、
由

利
・
矢
島
会
場
で
は
秋
空
に
大
き
な
歓

声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。�

▽
成
年
男
子
①
福
岡
県
、
栃
木
県
、
千

葉
県
、
石
川
県
　
▽
同
女
子
①
神
奈
川

県
、
群
馬
県
、
兵
庫
県
、
東
京
都
　
▽

50

40

役
員
の
説
明
に
微
笑
ま
れ
る�

高
円
宮
妃
殿
下�

　
（
岩
城
総
合
体
育
館
で
）�

中学生を指導する�
成年女子群馬県チームの�

宇津木麗華監督（矢島多目的運動広場）�

思いを込め、叫ぶような声援―�弓道の試射体験も人気を集めました�

グラウンド整備を行う中学生たち�

き
り
た
ん
ぽ
の
出
店�

が
人
気（
カ
ヌ
ー
会
場
）�

西
目
地
域
の
子
ど
も�

た
ち
の
熱
心
な
応
援�

ソフトボール競技・本県少年女子チームの勝利に、応援席から歓呼の声と盛んな拍手が―�

地元選手の活躍に沸いた�
カヌー競技会場�

ライフル射撃（ピストル）の�
的を交換するボランティア�

西目中が製作したスギッチ壁画も会場に�弓道競技をご覧になる桂宮殿下（中央）�

ビームピストルの疑似体験にチャレンジ�！�！�
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力
強
い
パ
ド
ル
さ
ば
き
で
２
種
目
制
覇 

練
習
環
境
に
恵
ま
れ
、
優
勝
で
き
ま
し
た 

練
習
環
境
に
恵
ま
れ
、
優
勝
で
き
ま
し
た 

ー
地
元
開
催
国
体
で
二
種
目
を
制
覇
。

感
想
を
お
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
　
や
っ
た
！
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
続
け
る
つ
も
り
な

の
で
、
優
勝
の
余
韻
に
浸
る
余
裕
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
　 

　
　
橋

   

う
れ
し
い
で
す
。
で
も
、
進
学

の
準
備
も
あ
る
の
で
、
喜
ん
で
ば
か
り
い

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。 

ー
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
の
は
ど
ん
な
き
っ

か
け
で
、
い
つ
か
ら
で
す
か
。

佐
々
木   

市
の
カ
ヌ
ー
教
室
に
参
加
し
て
、

カ
ヌ
ー
の
指
導
を
し
て
い
た
父
に
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
始
め
、

　
橋
君
と
は
小
学
校
五
、
六
年
で
同
じ
組

で
し
た
。 

　
　
橋

   

私
も
同
じ
で
、
き
っ
か
け
は
父

に
「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
れ

ば
」
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
佐
々
木

君
と
は
カ
ヌ
ー
で
知
り
合
い
、
ペ
ア
を
組

ん
だ
の
は
六
年
生
か
ら
で
す
。 

ー
二
人
は
優
勝
候
補
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
か
、

実
際
の
レ
ー
ス
展
開
は
ど
う
で
し
た
か
。

佐
々
木   

高
校
一
年
の
時
、
全
国
高
校
カ

ヌ
ー
選
手
権
で
は
予
選
敗
退
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
正
式
種
目
と
な
っ
た
二

年
生
で
シ
ン
グ
ル
、
ペ
ア
と
も
入
賞
し
、

昨
年
の
国
体
の
二
百
㍍
は
優
勝
、
五
百
は

二
位
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
年
の
目

標
は
全
て
優
勝
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
　
橋

  

二
人
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
の
強
化
選

手
に
選
ば
れ
、
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
外
国
に
い
て
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
国
か
ら
秋
田
の
ペ
ア
と
し
て
目
標

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
は
二
位

に
な
っ
た
宮
城
を
マ
ー
ク
し
て
、
平
常
通

り
の
レ
ー
ス
運
び
が
で
き
ま
し
た
。 

ー
ペ
ア
の
種
目
は
二
人
の
呼
吸
が
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
橋

  

レ
ー
ス
前
に
事
前
に
ペ
ー
ス
配

分
な
ど
決
め
て
お
き
ま
す
。
佐
々
木
君
が

レ
ー
ス
の
流
れ
を
見
て
リ
ー
ド
す
る
の
で

そ
れ
に
合
わ
せ
て
漕
ぎ
ま
す
。
雰
囲
気
で

ス
パ
ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。 

佐
々
木   

学
校
で
も
練
習
に
配
慮
し
て
く
れ

て
、
高
校
は
違
っ
て
も
二
人
で
年
間
二
百
五

十
日
も
一
緒
に
練
習
で
き
ま
し
た
。
二
人
の

呼
吸
は
自
然
に
合
い
ま
す
。 

ー
競
技
を
続
け
て
き
て
苦
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

佐
々
木   

由
利
本
荘
市
は
他
の
県
か
ら
う
ら

や
ま
し
が
ら
れ
る
ア
ク
ア
パ
ル
が
あ
る
の
で
、

練
習
の
環
境
は
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
苦
し
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

そ
れ
が
良
い
成
績
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

　
　
橋

   

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
ほ
か
で
は

粗
末
な
小
屋
の
よ
う
な
施
設
を
使
っ
て
練
習

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

子
吉
川
は
漕
ぎ
慣
れ
て
い
ま
す
か
ら
。 

ー
こ
れ
か
ら
の
カ
ヌ
ー
の
普
及
な
ど
に
対

す
る
考
え
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
橋

   

ま
ず
、
カ
ヌ
ー
と
ボ
ー
ト
は
別
だ

と
解
っ
て
も
ら
い
た
い
。
春
か
ら
東
京
に
行

く
の
で
、
時
々
帰
っ
て
き
た
ら
カ
ヌ
ー
を
す

る
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

佐
々
木   

も
っ
と
カ
ヌ
ー
人
口
を
増
や
し
て

メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
僕
も
何
か
貢
献
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
高
校
卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
進
路
に

進
む
二
人
。
最
後
の
出
場
と
な
る
競
技
会

で
有
終
の
美
を
飾
り
、
大
殊
勲
を
成
し
遂

げ
た
子
吉
川
の
申
し
子
の
胸
に
は
、
快
心

の
レ
ー
ス
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
凱
旋
し
た

感
激
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
人
知
れ
ぬ
努
力
や
苦
難
を
お
く

び
に
も
出
さ
ず
、
淡
々
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
え
る
若
い
二
人
は
た
く
ま
し
さ
を
増

し
、
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

●
カ
ヌ

●
カ
ヌ

フ
ラ
兊
ト
ウ
棈

タ

レ

シ
ン

フ
ラ
兊
ト
ウ
棈

タ

レ

シ
ン
ググ

 

少
年
男
子

少
年
男
子

●
カ
ヌ

フ
ラ
兊
ト
ウ
棈

タ

レ

シ
ン
グ

 

少
年
男
子

国体 
 優勝選手 
  インタビュー 

２ 

努
力
結
実
　 

晴
れ
の
舞
台
で
栄
冠 

！ 

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
で
優
勝
し
た
五
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た 

（
本
荘
高
３
年

（
本
荘
高
３
年
・
川
口
川
口
・
左
）
左
）

佐
々
木  

健 

彦

君
（
西
目
高
３
年

（
西
目
高
３
年
・
石
脇
石
脇
・
右
）
右
）

　
　

橋  　

 

巧

君
（
本
荘
高
３
年

（
本
荘
高
３
年
・
川
口
川
口
・
左
）
左
）

佐
々
木  

健 

彦

君
（
西
目
高
３
年

（
西
目
高
３
年
・
石
脇
石
脇
・
右
）
右
）

　
　

橋  　

 

巧

君

興奮と感動に沸いた11日間 

６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ １１ １ 

少
年
男
子
①
宮
崎
県
、
大
阪
府
、
鹿
児 

島
県
、
高
知
県
　
▽
同
女
子
①
佐
賀
県
、

滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
神
奈
川
県
▽
男
女

総
合
①
兵
庫
県
　
▽
女
子
総
合
①
神
奈

川
県
、
兵
庫
県 

 

桂
宮
殿
下
か
ら
お
見
舞
い
の
お
言
葉
、

試
射
体
験
も
人
気
の
的
に 

 

　
□
弓
道
競
技
／
本
荘
地
域 

 

　
弓
道
競
技
会
は
十
月
五
日
か
ら
八
日

ま
で
、
本
荘
弓
道
場
で
近
的
・
遠
的
の

二
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
に
は
桂
宮
殿
下
が
熱
心
に
競
技

を
ご
覧
に
な
り
、
国
体
直
前
の
豪
雨
に

よ
る
本
市
の
被
害
を
心
配
さ
れ
、
お
見

舞
い
の
お
言
葉
を
お
寄
せ
に
な
り
ま
し

た
。 

  

本
県
チ
ー
ム
で
は
、
近
的
で
の
少
年

女
子
の
七
位
入
賞
が
ベ
ス
ト
で
し
た
が
、

地
元
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、
各
種
目

で
健
闘
す
る
姿
が
光
り
ま
し
た
。 

　
期
間
中
は
弓
道
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

人
気
を
博
し
、
「
弓
を
持
つ
の
は
初
め

て
」
と
言
う
皆
さ
ん
が
係
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
五
㍍
ほ
ど
先
の

的
に
向
か
い
「
結
構
む
ず
か
し
い
」
な

ど
と
話
し
な
が
ら
弓
を
引
い
て
い
ま
し

た
。
　 

▽
成
年
男
子
・
近
的
①
兵
庫
県
▽
同
・

遠
的
①
石
川
県
▽
同
女
子
・
近
的
①
山

口
県
　
同
・
遠
的
①
三
重
県
▽
少
年
男

子
・
近
的
①
大
分
県
▽
同
・
遠
的
①
神

奈
川
県
▽
同
女
子
・
近
的
①
熊
本
県
▽

同
・
遠
的
①
愛
媛
県
▽
男
女
総
合
①
宮

城
県
、
三
重
県
▽
女
子
総
合
①
三
重
県 

優
勝
に
沸
く
館
内
、
地
域
挙
げ
民
泊 

 

　
□
銃
剣
道
競
技
／
大
内
地
域 

 

　
銃
剣
道
競
技
会
は
十
月
六
日
か
ら
八

日
ま
で
、
ぽ
ぽ
ろ
健
康
運
動
公
園
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
県
チ
ー
ム
の
少
年
男
子
は
準
決
勝

で
北
海
道
に
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
三
位

決
定
戦
で
香
川
県
に
二
対
一
で
勝
利
し
、

二
十
五
年
ぶ
り
の
三
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
大
将
の
伊
藤
堅
太
君
（
由
利

工
高
・
大
内
地
域
）
は
、
連
日
地
元
の
大

声
援
を
受
け
「
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ

た
人
た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
、
う
れ
し

い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。 

　
本
県
チ
ー
ム
成
年
男
子
は
初
戦
の
対

富
山
を
三
対
○
で
下
し
て
勢
い
付
き
、

福
岡
県
、
静
岡
県
を
撃
破
。
準
決
勝
で

も
大
阪
府
を
二
対
一
で
退
け
ま
し
た
。

宮
城
県
と
の
決
勝
戦
で
は
、
手
に
汗
握

る
攻
防
の
末
、
三
対
○
で
見
事
初
優
勝
。

総
合
成
績
で
も
本
県
が
優
勝
し
、
会
場

が
熱
く
沸
く
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
内
で
唯
一
民
泊
が
行
わ
れ

た
大
内
地
域
で
は
、
町
内
会
ご
と
に
組

織
さ
れ
た
民
泊
協
力
会
が
、
全
国
か
ら

訪
れ
た
選
手
た
ち
を
ま
ご
こ
ろ
で
迎
え
、 

連
日
手
づ
く
り
の
横
断
幕
や
応
援
グ
ッ

ズ
な
ど
を
手
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。 

　
宿
泊
先
と
な
っ
た
各
町
内
の
公
民
館

な
ど
で
は
、
役
員
や
婦
人
会
な
ど
が
総

出
で
選
手
た
ち
を
歓
迎
。
新
米
で
炊
い

た
ご
飯
や
地
元
の
特
産
品
な
ど
が
並
ん

だ
食
卓
を
囲
み
、
歓
迎
会
や
送
別
会
な 

ど
、
町
内
会
ご
と
の
趣
向
で
も
て
な
し
、 

温
か
い
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
宮
崎
県
チ
ー
ム
の
成
年
男
子
・
乙
丸

勝
樹
さ
ん（
37
歳
）は
「
地
域
の
方
が
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
遣
っ
て
く
れ
、

ま
る
で
わ
が
家
に
い
る
よ
う
で
し
た
。

食
事
も
と
て
も
お
い
し
く
、
朝
ご
は
ん

は
い
つ
も
三
杯
ぐ
ら
い
を
お
か
わ
り
。

お
土
産
に
お
米
を
買
っ
て
帰
ろ
う
か

な
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

▽
成
年
男
子
①
秋
田
県
②
宮
城
県
③
大

阪
府
　
▽
少
年
男
子
①
北
海
道
②
埼
玉

県
③
秋
田
県
　
▽
総
合
①
秋
田
県 

 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ 

２
地
域
で
大
会
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ 

 

　
□
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
／
東
由
利
地
域 

　
□
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
／
由
利
地
域 

 

　
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
九
月
二
日
、
東

由
利
地
域
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
が
、
由

利
地
域
Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
会
場
に
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
競
技
が
行

わ
れ
、
本
番
に
向
け
、
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。 

▽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
／
男
子
の
部
　
①
吉

川
昭
儀
さ
ん（
本
荘
Ｐ
Ｇ
協
会
）、
②
中

村
尚
さ
ん
（
同
）
、
③
徳
永
祐
三
さ
ん

（
同
）
／
女
子
の
部
　
①
小
野
利
子
さ

ん（
本
荘
Ｐ
Ｇ
協
会
）、
②
伊
藤
祐
子
さ

ん（
湯
沢
市
Ｐ
Ｇ
協
会
）、
③
山
本
コ
ウ

さ
ん（
同
） 

▽
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
／
混
合
の
部
①ZERO

　R
ED

（
本
市
）
／
女
子
の
部
　
①

輝
楽
利
L（
B
）（
大
館
市
）
　／
シ
ニ
ア

の
部
　
①
ラ
ッ
キ
ー（
大
館
市
） 

競
技
名
で
も
あ
る
、
羽
根
の
付
い
た
ボ 

ー
ル
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
を
打
ち
合
う 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ 

と
し
て
行
わ
れ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

※国体期間中、広報では競技会場の様子を市ホームページで毎日リポートしました。 
　現在も「バックナンバー」でご覧いただけます。（URLは最終ページに） 

　
本
紙
記
事
の
ほ
か
、
市
外
で
行
わ
れ

た
競
技
会
で
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
優
勝
さ
れ
た
五
人
の
方
は
、
七
〜
九

㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

■
ボ
ー
ト
競
技  

少
年
女
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　

準
優
勝  

選
手
・
佐
藤
愛
恵
さ
ん
、
村
上
真
菜
実

さ
ん
、
田
中
佑
可
子
さ
ん
、
浅
利
真
喜

子
さ
ん
、
木
村
裕
香
さ
ん（
以
上
、由
利

高
）、
伊
東
茉
衣
子
さ
ん（
本
荘
高
） 

■
セ
ー
リ
ン
グ
競
技  

成
年
女
子
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級  

準
優
勝  

選
手
・
伊
藤
瑠
美
さ
ん
（
秋
田
銀
行
）、

佐
々
木
敬
さ
ん（
由
利
組
合
総
合
病
院
） 

少
年
男
子
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級  

準
優
勝  

選
手
・
石
川
成
明
さ
ん
、
鈴
木
智
之
さ

ん
（
以
上
、
本
荘
高
）  

■
軟
式
野
球 

一
般
Ｂ 

第
三
位
　
佐
藤
和
哉
さ
ん

（
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
）  

成
年
　
第
六
位
　
尾
留
川
　
務
さ
ん

（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
） 

入
賞
お
め
で
と
う
！ 

◇
秋
田
わ
か
杉
国
体 



９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ ９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ 

ー
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て
出
場
要
請
が

あ
っ
た
時
の
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
地
元
選
手
と
し
て
の
国
体
出
場
は
そ
う

そ
う
な
い
こ
と
な
の
で
、
一
生
に
一
度
の

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
か
っ
た
で
す
し
、

今
の
自
分
の
土
台
と
な
っ
た
秋
田
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、（
天

皇
杯
の
得
点
を
課
せ
ら
れ
た
）
ボ
ー
ト
競

技
の
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
し
て
要
請
が

き
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
期
待
に
応
え
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

　
た
だ
、
明
治
安
田
生
命
ボ
ー
ト
部
の
選

手
で
あ
る
以
上
、
チ
ー
ム
が
優
先
。
秋
田

県
ボ
ー
ト
協
会
に
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
条

件
付
き
の
回
答
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
が
、

心
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

ー
お
兄
さ
ん
の
芳
仁
さ
ん
が
ボ
ー
ト
競

技
成
年
男
子
の
監
督
で
し
た
。
い
つ
も
と

は
雰
囲
気
が
違
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
先
輩
、
後
輩
、
準
備
、
洗
濯
等
々
ボ
ー

ト
以
外
で
は
変
な
気
遣
い
も
な
く
、
大
会

に
集
中
で
き
ま
し
た
。
大
会
中
は
い
つ
も

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
と
は
い
え
、
や
は
り
他
人
だ
な
〜
っ
て

思
い
ま
し
た
。

ー
地
元
で
の
国
体
と
い
う
こ
と
で
、
矢

島
の
ご
家
族
や
親
類
の
皆
さ
ん
が
応
援
に

か
け
つ
け
て
ま
し
た
ね
。
ど
う
感
じ
ま
し

た
か
。

　
年
に
一
、
二
回
く
ら
い
東
北
で
大
会
が

あ
り
、
そ
の
と
き
は
両
親
や
兄
が
応
援
に

来
て
く
れ
ま
す
が
、
今
回
は
弟
、
い
と
こ

な
ど
、
親
類
も
大
勢
応
援
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
家
族
、
親
類
、
ボ
ー
ト
関
係
者
や
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
同
級
生
の
前
で
、
今
の
自

分
を
最
高
の
形
で
見
せ
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。 

 

　
周
囲
の
大
き
な
期
待
を
背
負
い
、
ふ
る

さ
と
選
手
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

な
が
ら
臨
ん
だ
国
体
で
の
勝
利
。
「
レ
ー

ス
中
は
、
絶
え
間
な
く
続
く
声
援
に
後
押

し
さ
れ
、
地
元
開
催
の
国
体
で
優
勝
で
き

た
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
。
ふ

る
さ
と
選
手
制
度
を
許
可
し
て
く
れ
た
明

治
安
田
生
命
ボ
ー
ト
部
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
の
ぞ

か
せ
ま
し
た
。 

ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
拳
を
突
き
上
げ 

ム
ー
ド
を
高
め
る
佐
藤
選
手 

大
将
戦
で
攻
め
込
む
神
坂
選
手 

（
写
真
提
供
／
北
秋
田
市
） 

努力結実　 晴れの舞台で栄冠 ！

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す 

●
剣
道 

少
年
女
子
大
将

（
秋
田
北
高
２
年

秋
田
北
高
２
年
・
田
町
）

田
町
）

神 

坂  

友 

絵
さ
ん
さ
ん

「
今
こ
そ
、恩
返
し
を
」
と
思
っ
て
戦
い
ま
し
た 

「
今
こ
そ
、恩
返
し
を
」
と
思
っ
て
戦
い
ま
し
た 

●
ボ

ト
競
技 

成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

（
27
歳
・
明
治
安
田
生
命
・
ふ
る
さ
と
選
手

・
明
治
安
田
生
命
・
ふ
る
さ
と
選
手
／

矢
島
出
身
）

矢
島
出
身
）

佐 

藤  

芳 

則
さ
ん
さ
ん

（
23
歳
・
鳥
海
町
栗
沢
）

・
鳥
海
町
栗
沢
）

佐 

藤  

亜 

矢
さ
ん
さ
ん

声
援
が
後
押
し
、
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い 

ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

今
の
心
境
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
奇
跡
と
言
う
か
、
と
に
か
く
び
っ

く
り
。
夢
の
よ
う
で
、
い
ま
だ
に
あ
ま
り

実
感
が
わ
か
な
い
の
で
す
が
、
街
で
「
お

め
で
と
う
。
す
ご
い
ね
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
優
勝
し
た
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

ー
国
体
に
は
ど
う
い
う
心
境
で
臨
み
ま

し
た
か
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
状
況
な
ど
は
。

　
大
会
が
近
づ
く
に
連
れ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
や
不
安
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
は
と
に
か
く
楽
し
く
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
盛
り
上
が
り
、
勢
い
で
勝
て
ま
し
た

ね
。
チ
ー
ム
の
ム
ー
ド
も
、
今
ま
で
に
な

い
ぐ
ら
い
に
よ
か
っ
た
で
す
。
広
島
県
と

の
準
決
勝
で
は
一
セ
ッ
ト
を
先
取
さ
れ
、

二
セ
ッ
ト
目
も
リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
が
、

勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
、
二
・

三
セ
ッ
ト
を
連
取
し
ま
し
た
し
。 

ー
そ
の
勝
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
周
り
の
方
々
の
応
援
と
、
メ
ン
バ
ー
十

五
人
の
国
体
に
か
け
る
思
い
が
一
つ
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
決
勝
戦
の
相
手
は 

”絶

対
王
者
“
の
兵
庫
県
（
富
士
通
テ
ン
）。
勝

ち
目
は
な
い
け
ど
「
当
た
っ
て
砕
け
ろ
」

で
、
後
悔
し
な
い
プ
レ
ー
を
誓
っ
た
こ
と

が
奏
功
し
ま
し
た
。
会
場（
鷹
巣
体
育
館
）

も
知
っ
て
い
る
施
設
で
し
た
し
。 

ー
地
元
で
の
国
体
で
す
か
ら
、
会
場
の

盛
り
上
が
り
も
す
ご
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
会
社
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
方
が
た
く
さ

ん
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
応
援
席
が

日
増
し
に
大
き
く
な
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
決
勝
で
は
会
場
全
体
が
秋
田
の
応
援

み
た
い
な
感
じ
で
、
ず
っ
と
立
っ
て
見
た

方
も
い
ら
し
た
そ
う
で
す
し
。 

ー
佐
藤
さ
ん
ご
自
身
、
ま
た
チ
ー
ム
の

今
後
の
目
標
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
一
カ
月
後
に
、
総
合
選
手
権
大
会
が
あ

り
ま
す
。
国
体
は
終
わ
っ
た
こ
と
。
天
狗

に
な
ら
ず
目
標
を
切
り
替
え
、
や
る
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ー
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
は
練
習
な
ど
も
つ
ら
く
、
や
め
た
い

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
つ
ら
い
こ

と
の
後
に
は
い
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら

さ
に
負
け
な
い
で
頑
張
れ
ば
、
い
い
仲
間

と
出
会
え
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
時
が
必
ず
来
ま
す
。

そ
う
信
じ
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
競
技
を
始
め
て

十
四
年
。
「
高
校
ま
で
の
つ
も
り
が
、
入

社
後
も
五
年
続
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
す

佐
藤
さ
ん
。
国
体
の
二
週
間
前
ま
で
け
が

で
入
院
し
て
い
た
も
の
の
、
気
力
で
出
場
。

佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

は
？
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
人
と
人
の
つ
な

が
り
で
す
ね
」
と
即
答
。
「
国
体
で
は
地

域
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。 

ー
剣
道
競
技
は
四
種
別
完
全
制
覇
と
い

う
最
高
の
形
で
の
総
合
優
勝
で
し
た
。

振
り
返
っ
て
、
こ
の
国
体
は
い
か
が
で

し
た
か
。

　
七
年
間
、
国
体
強
化
指
定
選
手
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、
長
か
っ
た
な
あ
、

と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。 

　
自
分
た
ち
も
苦
し
か
っ
た
で
す
が
、
成

年
女
子
は
家
庭
を
持
っ
て
大
変
な
中
、
こ

の
一
年
間
全
員
が
火
曜
日
の
強
化
練
習
に

集
ま
っ
て
、
少
年
よ
り
も
も
っ
と
長
く
練

習
し
て
い
た
の
も
見
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
が
今
回
の
完
全
制
覇
に
つ
な
が

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
優
勝

で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。 

ー
二
年
生
に
し
て
大
将
。
重
圧
を
背
負

い
、
し
か
も
準
決
勝
、
決
勝
は
大
将
戦
が

勝
敗
を
決
す
る
と
い
う
形
で
し
た
が
、
そ

の
時
の
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
回
戦
ま
で
は
す
べ
て
大
将
戦
の
前
に

勝
敗
が
決
ま
っ
た
う
え
、
私
は
一
回
戦
で

負
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
恩
返

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
時
、
先
輩
が
「
二
年
生
で
大
将
に
置
か

れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
大
将
戦
ま
で
行
っ

た
時
は
、
そ
の
前
に
三
年
生
が
み
ん
な
負

け
て
い
る
相
手
と
い
う
こ
と
。
相
手
の
強

さ
は
み
ん
な
が
分
か
っ
て
る
か
ら
。
負
け

た
く
な
い
け
ど
、
負
け
た
時
は
し
ょ
う
が

な
い
。
悔
い
の
な
い
よ
う
に
戦
っ
て
」
と

言
っ
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
の
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
指
導
し
て
く
れ

た
先
生
方
の
た
め
に
も
、
今
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
結
果
を
残
し
、
恩
返
し
を
す
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
戦
い
ま
し
た
。 

　
で
も
や
っ
ぱ
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
な

り
大
き
く
、
本
当
に
苦
し
か
っ
た
で
す
。

私
が
大
将
に
な
っ
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
な
ど
の
大
き
な
大
会
で
は
大
将
戦
で
負

け
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
負
け
た
ら

合
わ
せ
る
顔
が
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。 

ー
家
族
の
支
え
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
。

　
遠
征
の
帰
り
に
夜
遅
く
迎
え
に
来
て
く

れ
た
り
、
帰
宅
が
遅
い
私
に
合
わ
せ
て
な

る
べ
く
家
族
で
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
試
合
ご
と
に
ビ

デ
オ
を
撮
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
、
技
術
を

高
め
る
研
究
材
料
に
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。 ー

国
体
を
終
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
二

年
生
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
引
っ
張
っ
て
き
て
く

れ
た
三
年
生
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

私
に
か
か
る
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
分
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
北
高
と
い
う
チ
ー
ム
と
し
て
は
、

全
国
大
会
出
場
を
狙
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

個
人
で
は
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
上
位

を
狙
い
な
が
ら
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
戦
優
勝
を
夢
見
て

が
ん
ば
り
た
い
。
国
体
優
勝
と
い
う
体
験

を
思
い
出
に
せ
ず
、
貴
重
な
経
験
と
し
て

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

優勝を果たし、ガッツポーズ ！ ！ 

（
写
真
提
供
／
眞
坂
善
人
さ
ん
） 

●
バ
レ

ボ

ル 

成
年
女
子
９
人
制

　
　
　

主
将

Ｔ
Ｄ
Ｋ

　
平
成
十
八
年
十
二
月
、
カ
タ
ー
ル

で
開
か
れ
た
第
十
五
回
ア
ジ
ア
競
技

大
会
の
ボ
ー
ト
競
技
・
舵
手
な
し
フ
ォ

ア
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
。「
ボ
ー
ト
の

ま
ち
」
を
世
界
に
広
め
た
功
績
な
ど

に
よ
り
本
年
一
月
、
本
市
の
「
市
民

栄
誉
賞
」（
第
一
号
）
を
受
賞
。 

８ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう １９１９ １１１１ １ ８ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ １１ １ 



選
手
＝
白
藤
華
奈
さ
ん
、
齋
藤
祥

さ
ん
（
と
も
に
ゆ
り
養
護
学
校
）

▽
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

介
助

員
・
小
野
敬
子
さ
ん
（
ゆ
り
養
護

学
校
）、
選
手
＝
佐
藤
千
春
さ
ん

（
ゆ
り
養
護
学
校
）、
五
十
嵐
晃

さ
ん
（
大
鍬
町
）

▽
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

高
橋
東
雪
さ
ん（
鳥
海
町
上
川
内
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

佐

藤
義
孝
さ
ん
（
秋
田
新
電
元
）、
村

上
正
幸
さ
ん
（
ゆ
り
養
護
学
校
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　

佐

藤
実
咲
さ
ん
（
矢
島
町
荒
沢
）、
三

浦
友
希
さ
ん（
出
戸
町
赤
沼
下
道
）

▽
聴
覚
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　

小

松
重
晴
さ
ん
（
石
脇
）

▽
サ
ッ
カ
ー　

コ
ー
チ
・
室
井
克

典
さ
ん
（
ゆ
り
養
護
学
校
）、
選
手

＝
小
野
修
宏
さ
ん
（
石
脇
）、
柴

田
健
さ
ん
（
秋
田
新
電
元
）、
佐
々

木
翔
吾
さ
ん
（
ゆ
り
養
護
学
校
）

　

第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
・

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
を
記
念

し
て
十
月
十
五
日
、
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
に
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
柳
田
市
長
や
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
応
援
に
駆
け
つ

け
て
い
た
由
利
小
学
校
（
佐
藤
金

市
校
長
）
の
児
童
な
ど
が
サ
ル
ス

ベ
リ
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
苗
木
五
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。

人
の
従
業
員
の
う
ち
日
本
人
は
四

百
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

各
国
の
指
導
者
な
ど
は
、
次
世

代
、
次
の
次
の
世
代
が
世
界
で
ど

う
い
う
生
活
水
準
に
あ
る
か
と
い

う
こ
と
を
危
惧
し
て
政
策
を
打
っ

て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
は
、
自
分
も  

含
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、
恵
ま
れ  

た
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
生
活
を
壊

し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
も

の
す
ご
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
豊
か
さ
を
あ
ま
り
現
世

代
で
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
子

供
や
孫
や
そ
の
先
は
実
に
み
す
ぼ

ら
し
い
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
に
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
生
活
の
倫
理
観
と
か
価
値
観

と
い
う
も
の
を
整
理
し
て
、
日
本

の
将
来
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
日
本
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
？
産
業
構
造
の
転
換
を
図

る
べ
き
で
、
証
券
市
場
を
活
用
す

る
新
し
い
資
本
主
義
社
会
、
健
全

な
市
場
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

米
英
が
は
る
か
に
日
本
を
超
え

て
し
ま
っ
た
の
は
、
資
本
の
使
い

方
に
お
い
て
株
主
に
よ
る
し
っ
か

り
し
た
監
理
が
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
逆
に

日
本
は
資
本
効
率
の
悪
い
経
営
を

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
は
東
京
証
券
取
引
所
に
、

資
本
の
効
率
性
を
求
め
る
投
資
家

が
ど
ん
ど
ん
来
る
よ
う
に
と
い
う

提
案
を
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
す
が
、

行
政
や
政
治
や
世
論
の
風
で
消
さ  

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

る
と
、韓
国
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
も
負
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

取
引
所
の
時
価
総
額
を
一
九
八

九
年
と
比
較
し
ま
す
と
、
香
港
は

三
十
倍
に
増
え
、
中
国
で
は
上
海

と
香
港
と
深　

を
合
計
す
る
と
日

本
を
追
い
越
し
ま
す
。
日
本
は
増

え
て
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
企
業
価
値

の
合
計
は
、
既
に
中
国
の
方
が
上

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

米
英
は
、
資
本
と
い
う
も
の
を

使
っ
て
社
会
の
新
し
い
倫
理
や
秩

序
を
作
ろ
う
し
て
い
ま
す
。
私
ど

も
東
証
は
新
し
い
形
の
資
本
産
業

を
日
本
に
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
格
差
の
問
題
な
ど
を
解

き
た
い 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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▽
陸
上
競
技　

介
助
員
・
阿
部
秀

昭
さ
ん
（
コ
ロ
ニ
ー
）、
選
手
＝

菅
野
千
春
さ
ん（
ゆ
り
養
護
学
校
）、

渡
部
麻
美
さ
ん
（
水
林
新
生
園
）、

高
橋
秀
樹
さ
ん
（
コ
ロ
ニ
ー
）

▽
水
泳　

加
藤
愛
美
さ
ん
（
水
林

新
生
園
）、
佐
々
木
康
貴
さ
ん
（
ゆ

り
養
護
学
校
）

▽
卓
球　

三
戸
学
さ
ん
（
本
荘
東

中
教
員
）

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ　

介
助
員
・
小
番

奈
々
さ
ん
（
ゆ
り
養
護
学
校
）、

加
賀
谷
淳
志
さ
ん
（
コ
ロ
ニ
ー
）、

シ
ン
セ
ン

　

秋
田
わ
か
杉
大
会
と
命
名
さ
れ

た
今
年
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
県
内
七
つ
の
市
と
町
の
会

場
を
舞
台
に
個
人
と
団
体
合
わ
せ

て
十
四
競
技
を
繰
り
広
げ
、
本
市

で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
十
三
日
、

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
昨
年
度
優

勝
チ
ー
ム
の
岡
山
県
を
先
頭
に
八

チ
ー
ム
の
選
手
が
入
場
し
て
行
わ

れ
た
開
始
式
で
開
幕
。
秋
田
県

チ
ー
ム
の
斉
藤
一
生
選
手
が
堂
々

の
選
手
宣
誓
を
し
て
熱
戦
の
火
ぶ

た
を
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
国
体
競
技
同
様
の
多

く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
運
営
さ
れ
、
や
さ
し
い
ま
ご
こ

ろ
で
の
も
て
な
し
は
県
外
か
ら
の

選
手
や
応
援
団
に
感
銘
を
与
え
て

十
五
日
に
閉
幕
。
三
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
岡
山
県
チ
ー
ム
に
は
大
会

副
会
長
の
柳
田
市
長
か
ら
優
勝
杯

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
は
ゼ
ロ
経
済
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
輸
出
産
業
を
育
成

し
外
に
物
を
売
っ
て
外
貨
を
稼
ぎ

そ
れ
で
国
民
の
生
活
水
準
を
上
げ

よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
日
本
は
一
人
当
た
り

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
ア
メ
リ
カ
の
わ
ず
か

15
％
く
ら
い
ま
で
落
ち
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
政
策
が
効
果
を
出

し
、
一
九
六
〇
年
く
ら
い
に
は
相
当

豊
か
に
な
り
、
重
工
業
政
策
は
九

　

東
京
証
券
取
引
所
の
初
代
社
長

だ
っ
た
故
土
田
正
顕
氏
の
出
身
地

の
矢
島
地
域
に
平
成
十
六
年
に
創

設
さ
れ
た
「
東
証
上
場
の
森
」
で

行
わ
れ
た
植
樹
祭
で
十
月
十
二
日
、

同
社
の
斉
藤
惇
社
長
と
社
員
ら
が

市
関
係
者
と
と
も
に
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
植
樹
は
昨
年
度
に
同
取

引
所
に
上
場
し
た
会
社
の
数
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
、
累
積
本
数
は
二

千
六
百
本
余
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
同
社
社
員
が

矢
島
小
学
校
で
株
式
の
仕
組
み
な

ど
を
教
え
る
出
前
授
業
を
行
い
、

ア
ク
ア
パ
ル
で
は
斉
藤
社
長
の
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
斉
藤
社
長

の
講
演
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
年
に
花
盛
り
を
迎
え
世
界
最
大

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
労
働

賃
金
が
世
界
の
中
で
高
く
な
っ
て

し
ま
い
、
安
い
賃
金
を
求
め
中
国

や
イ
ン
ド
や
東
欧
へ
出
て
行
く
動

き
が
未
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
で
は
年
間
約
二
千
三
百

万
人
も
の
低
賃
金
労
働
者
が
世
界

市
場
に
参
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
最
大
の
商
船
会

社
で
あ
る
商
船
三
井
の
二
万
五
千

平成19年11月１日号 広報ゆりほんじょう

　秋田わか杉国体の熱気が冷めやらぬ
10月13日から15日までの３日間、「きっ
と出会える！夢と感動」のスローガン
のもとで、第７回全国障害者スポーツ
大会の『秋田わか杉大会』が開催されました。
　本市では市ソフトボール場を会場に、知的障害
者によるソフトボール競技が行われ、全国各ブ
ロックと開催地、次期開催地を含めた代表８チー
ムがひたむきなプレーを展開しました。
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人
権
擁
護
委
員
の
山
崎
澄
子

さ
ん
（
69
歳
・
岩
城
内
道
川
）

が
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
平
成
二
年
か

ら
同
委
員
と
し
て
、
市
民
の
人

権
の
擁
護
や
人
権
思
想
の
普

及
・
高
揚
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
十
九
年
度
全
国
防
犯
功
労
者
表

彰
に
お
い
て
、　
小
野
松
雄
さ
ん　
（
72

歳
・
東
由
利
蔵
）
が
防
犯
栄
誉
銀
章
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
防
犯
協
会
理
事
や
防

犯
指
導
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
犯

罪
の
未
然
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
の
三
浦
玲
子
さ
ん

（
69
歳
・
森
子
）
が
、
総
務
大
臣
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
平
成
二
年
か
ら
行
政

相
談
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

処
さ
れ
、
現
在
も
住
民
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

由
利
高
原
鉄
道
㈱
と
鳥
海
山
ろ
く
線
運

営
促
進
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
お
ば
こ
特

産
品
ま
つ
り
」
が
十
月
十
三
日
、
矢
島
駅

前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
由
利
高
原
鉄
道
の
乗
車
促

進
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
実
り
の
秋
の
こ

の
時
期
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
沿
線
地
域
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や
直

売
所
な
ど
が
テ
ン
ト
を
連
ね
て
出
店
。
野

菜
や
キ
ノ
コ
、
う
ど
ん
、
ワ

イ
ン
な
ど
が
売
り
出
さ
れ
、

本
荘―

矢
島
間
で
運
行
さ
れ

た
二
本
の
無
料
列
車
も
満
員

に
な
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
続
々
と
来
場
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
で
訪
れ
た
鈴
木
美
智

子
さ
ん
（
51
歳
・
東
梵
天
）

は
「
来
て
す
ぐ
に
野
菜
と
枝

豆
を
購
入
。
こ
れ
か
ら
牛
焼

き
肉
と
豚
汁
を
食
べ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
特
産

品
の
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、

会
場
は
買
い
物
を
す
る
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

◎本荘図書館　☎22－4900
○11月のおはなし劇場
　参加は無料です。みなさんのご来館をお待
ちしています。
▷とき…11月10日㈯　午後２時～
▷ところ…本荘図書館　児童閲覧室
▷内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居ほか
○11月の展示
　・秋の夜長のミステリー（一般）
　・「タンタン」の本特集（児童）

◎岩城図書館　☎73－3673
○お話し会「星のひとみ」
▷とき…11月16日㈮　午後３時30分～
▷ところ…岩城図書館　
▷内容…本の読み聞かせ、紙芝居など
○11月の展示
　・作家「佐々木　譲」特集
　・愛のおはなし　恋のおはなし　特集
　・絵本「松谷みよ子」特集

◎由利図書館　☎53－2121
○第34回親子読書感想発表会
▷とき…11月３日㈯
　午前９時30分～ 11時30分
▷ところ…善隣館ホール
○秋の読みきかせ会
▷とき…11月３日㈯　午後２時～４時
▷ところ…由利図書館　幼児室　
○古本お持ちかえりコーナー
▷とき…11月３日㈯・４日㈰
　午前９時～午後４時
▷ところ…由利図書館ホール

◎11月の図書館休館日
○本荘図書館　３日㈯、18日㈰、23日㈮、
　　　　　　　30日㈮
○岩城図書館　３日㈯、５日㈪、12日㈪、
　　　　　　　19日㈪、23日㈮、26日㈪
○由利図書館　23日㈮
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西
目
文
化
講
演
会
が
十
月
十
六
日
、
西

目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
、

杏
林
大
学
教
授
で
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
お

な
じ
み
の
金
田
一
秀
穂
さ
ん
が
、「
お
も

し
ろ
日
本
語
〜
世
界
一
受
け
た
い
授
業
〜
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

金
田
一
教
授
は
、「
私
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
の
は
、
心
地
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
日
本
語
。
き
ち
ん
と
し

た
話
し
方
を
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
も
相
手

が
心
地
よ
い
と
は
限
ら
な
い
。
正
し
い
日

本
語
と
い
う
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
相
手
、
場
面
、
立
場
に
応
じ
て
適
切
に

使
い
分
け
ら
れ
た
日
本
語
」
と
語
り
、
来

場
者
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
挙
手
を
求
め

る
な
ど
し
な
が
ら
、
穏
や
か
な
語
り
口
で

に
こ
や
か
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

場
内
を
埋
め
尽
く
し
た
約
四
百
人
の
聴

衆
は
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

大
き
く
う
な
づ
い
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
た

り
し
な
が
ら
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

第
八
回
鳥
海
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

十
月
二
十
日
、
鳥
海
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
、
市

内
外
か
ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
神
奈
川
県
か
ら
の
参
加
者
を

含
め
、
小
学
生
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
二
百
七

十
人
が
出
場
。
午
前
十
時
に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
と
十
㌔
の
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た
村
田

史
さ
ん
（
セ
ガ
サ
ミ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
）
は
、
各
部
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

三
㌔
ず
つ
走
り
、
表
彰
式
で
講
話
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
走
る
前
の
調
整
や
健

康
管
理
で
注
意
す
る
こ
と
は
」
と
聞
か
れ
、

「
一
流
の
選
手
は
各
自
で
調
整
し
て
い
る
。

自
分
に
合
っ
た
調
整
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
事
」
な
ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
約
百
六
十
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
。

雨
の
中
、
給
水
や
監
察
、
交
通
整
理
な
ど
の

作
業
を
行
い
な
が
ら
、
懸
命
に
走
る
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
（
部
門
ご
と
の
成
績
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

本
市
と
に
か
ほ
市
で
創
作
活
動
を
続
け

て
い
る
人
た
ち
の
芸
術
作
品
を
展
示
す
る
、

第
三
回
由
利
本
荘
美
術
展
が
十
月
二
十
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
、
本
荘
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
本
荘
文
化
会
館
地
階

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
術
展
で
は
、
洋
画
や
工
芸
な
ど
、
七

部
門
で
百
三
十
一
人
の
作
品
を
展
示
。
こ

の
土
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
こ
こ
で
暮
ら
し

生
き
て
い
る
作
家
た
ち
の
、
ふ
る
さ
と
に

対
す
る
誇
り
と
そ
の
美
し
さ
を
物
語
る
数

多
く
の
作
品
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
一
点
一
点
の
作
品
に
足
を

止
め
、
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
す
る
市
民
の
姿

が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
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　このハーフマラソン
は子どもから大人まで
楽しめる、すばらしい
大会ですね。
　紅葉の景色もきれい
ですので、走ることと
観光を同時に楽しめる
のもとても魅力的です。

　昨年、トレッキング
をしながら参加し、楽
しかったので今年も来
ました。旬の特産・ナ
メコがまた当たりまし
た。じいちゃん、ばあ
ちゃんが喜ぶと思いま
す。

　秋田由利牛は前にも
食べたことがあります
が、やっぱりおいしい
ですね。ただ、秋田市
にいると普段なかなか
手に入らないので、もっ
と出回るようにしてほ
しいです。

　

第
二
十
一
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展

が
十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
両
日
、

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
生
涯
学
習
推
進
本
部
生
涯
学
習
奨

励
室
本
荘
分
室
な
ど
が
主
催
し
、
日
頃

の
幅
広
い
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
創

作
展
に
は
、
手
芸
や
工
芸
、
絵
画
な
ど
、

百
六
十
五
人
が
二
百
九
点
の
作
品
を
出

展
。
趣
味
の
域
を
超
え
た
力
作
の
数
々

は
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
一
日
に
は
、
生
涯
学
習

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た

人
々
が
ご
て
ん
ま
り
の
制
作
や
将
棋
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
七
回
秋
田
由
利
牛
堪
能
ま
つ
り
が

十
月
二
十
一
日
、
大
内
地
域
の
ぽ
ぽ

ろ
っ
こ
交
流
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
本
県
初
の
地
域
団
体
商

標
登
録
と
な
っ
た
秋
田
由
利
牛
。
ま
つ

り
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

ス
テ
ー
キ
肉
、
焼
肉
用
肉
、
切
り
落
と

し
肉
計
千
六
百
パ
ッ
ク
が
用
意
さ
れ
た

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で

き
、
こ
の
機
会
に
最
高
級
牛
肉
を
味
わ

お
う
と
、
市
内
外
か
ら
駆
け
つ
け
た
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
野
菜
セ
ッ
ト
が
無
料
で
配

布
さ
れ
、
購
入
し
た
牛
肉
を
そ
の
場
で

味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
焼
肉
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
。
さ
っ
そ
く
家
族
や
仲
間
た
ち

で
舌
鼓
を
打
つ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
あ
っ
て
も
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
い
と
の
声
も
聞
か
れ
る
秋
田
由
利

牛
。
関
係
者
は
、
そ
の
需
要
の
多
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
、「
地
元
産
の
お
い
し

い
牛
肉
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
よ
う
増

頭
を
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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西
滝
沢
子
ど
も
水
辺
協
議
会
の
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

「
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
秋
ま
つ
り
」
が
十
月
十
四
日
、

旧
西
滝
沢
小
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
、
地
域
住
民
お
よ

そ
四
百
五
十
人
が
、
懐
か
し
い
木
造
校
舎
で
の
催
し
を

通
じ
て
地
域
の
き
ず
な
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
辺
体
験
学
習
を
進
め
て
い
る
同
協
議
会

が
、
校
舎
の
お
別
れ
会
と
し
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
思
い
出
写
真
展
、
収
穫
市
場
な

ど
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
民
謡
シ
ョ
ー

や
由
利
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

演
奏
に
よ
る
音
楽
の
夕
べ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
に
は
出
店
が
並
び
、
わ
た
あ
め
や
焼
き

鳥
な
ど
を
買
い
求
め
る
親
子
連
れ
で
に
ぎ
や
か
に
。

　

ま
つ
り
に
訪
れ
た
佐
々
木
宗
俊
さ
ん（
60
歳
・
米
山
）

は
「
私
も
子
ど
も
も
こ
の
校
舎
か
ら
卒
業
し
た
の
で
愛

着
は
強
い
。
水
辺
プ
ラ
ザ
の
活
動
で
は
ぜ
ひ
若
い
人
た

ち
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
小
は
平
成
十
六
年
三
月
の
閉
校
後
、
翌
十
七
年
四

月
に
水
辺
プ
ラ
ザ
と
し
て
整
備
さ
れ
、
今

年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
芝
を
張
り
ト
イ
レ
や

遊
具
な
ど
も
設
置
。
地
域
交
流
の
拠
点
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
鳥
海
高
原
秋
ま
つ
り
・

第
三
十
回
法
体
の
滝
紅
葉
ま
つ
り
」
が
十
月
二
十
一

日
、
鳥
海
地
域
の
法
体
園
地
で
開
か
れ
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
行
楽
客
が
、
思
い
思
い
に
秋
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

日
本
の
滝
百
選
の
「
法
体
の
滝
」
に
隣
接
す
る
園

地
に
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
下
百
宅
番

楽
や
民
謡
・
舞
踊
の
発
表
に
続
き
、
羽
山
る
み
子
さ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
園
地
内
の
親
水
池
で
は
、
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ニ
ジ
マ
ス
や
ヤ
マ
メ
の
つ

か
み
捕
り
も
実
施
。
雨
の
中
、
冷
た
い
水
に
手
を
入

れ
な
が
ら
元
気
に
魚
を
探
し
回
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
来
場
者
歓
迎
抽
選
会
で
は
、
三
百
㌘
入
り

の
ナ
メ
コ
百
袋
の
ほ
か
、
鳥
海
地
域
出
身
で
愛
知
県

日
進
市
に
お
住
ま
い
の
方
を
始
め
、
地
元
企
業
か
ら

協
賛
い
た
だ
い
た
豪
華
景
品
の
抽
選
が
行
わ
れ
、
当

選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ
二
十
五
人
で
初
め
て
参

加
し
た
と
い
う
石
川
順
子
さ
ん
（
58
歳
・
酒
田
市
）

は
「
仲
間
が
見
事
抽
選
に
当
り
ま
し
た
。
景
品
も
よ

く
、　
紅
葉
も
き
れ
い
で
最
高
」　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
の
「
観
光
施
設
巡
り
ツ
ア
ー
」
も

行
わ
れ
、
参
加
し
た
六
十
人
の
皆
さ
ん
が
、
滝
上
部

の
玉
田
渓
谷
で
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
満
喫
。

　

二
十
一
日
の
園
地
は
例
年
よ
り
遅
め
の
色
づ
き
で

し
た
が
、
ま
つ
り
の
最
終
日
二
十
八
日
に
は
ナ
ナ
カ

マ
ド
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
が
鮮
や
か
に
紅
葉
し
、
訪

れ
た
家
族
連
れ
な
ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
文
化
の
伝
承
と
復
興
な
ど
を
目

的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
伊
藤
多

喜
雄
理
事
長
）
の
一
行
が
十
月
十
五
日
、
鶴

舞
小
学
校
（
齋
藤
光
正
校
長
）
を
訪
れ
、
ア

レ
ン
ジ
し
た
民
謡
な
ど
を
演
奏
し
て
子
ど
も

た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

東
由
利
地
域
出
身
の
民
謡
歌
手
・
柿
崎
竹

美
さ
ん
が
秋
田
民
謡
な
ど
を
熱
唱
。
柿
崎
さ

ん
は
、
自
ら
の
小
学
生
時
代
の
夢
を
話
し
、

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
毎
日
の
努
力
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
柿
崎
さ
ん
の
ソ
ー
ラ
ン
節
に
合
わ

せ
て
子
ど
も
た
ち
も
舞
台
に
上
が
り
、
体
育

館
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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平
成
十
八
年
度
の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
田
園
と
学
園
が
織
り
な
す
、
ま
ち
づ
く
り
本
格
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
位
置
づ
け
、�

産
業
振
興
対
策
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
の
実
施
区
域
拡
大
や
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
た
「
子
育
て
支
援
金
支
給
事
業
」
な
ど
の
福
祉
対
策
、
本
荘
市
街
地
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
（
旧
組
合
病
院
跡
地
）
の
本
格
着
手
、
さ
ら
に
は
西
目
小
学
校
・
本
荘

南
中
学
校
・
矢
島
中
高
連
携
校
の
建
設
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
な
ど
総
合
的
政
策
決
定
を
行
っ
た
、
新
市
と
し
て
実
質
二
年
度
目
の
決
算
で
す
。�

　
市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
一
般
会
計
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

市有財産市有財産�
と�

市債の状況市債の状況�

市有財産�
と�

市債の状況�

　土地及び建物�
　土地�
　建物�
　山林�
　面積�
　立木推定蓄積量�
　出資による権利�
　物権�
　有価証券�
機械器具�
車両類�
その他�
貸付金�
基金�

�
　169,449,222　�
　581,090　�

�
　136,461,600　�
　2,502,039　�

4億2,741万5千円�
8,546,534　�
4億4,125万円�

71台�
339台�
46台�

9億7,558万2千円�
61億985万1千円�

財産�

公有財産�

　物品�

　債権�
　基金�

457億9,498万円�
332億7,668万円�
125億1,830万円�
74億5,123万円�
90億224万7千円�
87億2,118万8千円�
1億8,323万4千円�
48億1,780万8千円�

政府資金�
   うち財政融資資金�
   うち郵政公社資金�
公営企業金融公庫�
市中銀行�
その他の金融機関�
共済等�
その他�

現在高�

60.3％�
43.8％�
16.5％�
9.8％�
11.9％�
11.5％�
0.2％�
6.3％�

市債�

借入額�

759億7,068万7千円�
構成比�

市民一人当たり�

歳出の性質別内訳�

（平成19年3月末の人口89,276人）�
民生費�
総務費�
公債費�
土木費�
教育費�

農林水産業費�
その他�

106,046円�
100,756円�
89,112円�
83,568円�
57,324円�
46,232円�
80,038円�

市民税�
固定資産税�
市たばこ税、�
軽自動車税、�
都市計画税など�

32,900円�
41,780円�
6,298円�
1,870円�
2,877円�

総務費�

費　目� 決  算  額�

（単位：千円）�

事　　　業　　　名�

民生費�

衛生費�

農林�
水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

災害�
復旧費�

５６３,０７６円�
歳 出 額�

19.7％�

44.8％�
24.3％�

30.9％�

9.5％�

15.6％�

23.6％�

11.7％�

9.3％�

人件費�
99億1,452万9千円�

扶助費�
47億5,552万5千円�

公債費�
78億2,855万7千円�

普通建設事業費�
118億8,462万2千円�

災害復旧費�
3億4,171万4千円0.7％�

物件費�
58億8,468万5千円�

繰出金�
46億6,844万7千円�

その他維持補修費ほか17億897万円3.4％�
補助費等�
32億8,214万2千円6.5％�

義�

投�資�的�経費�

務�
的�
経�
費�

そ�
の�
他�

新
市
と
し
て
実
質
２
年
度
目
の
決
算

新
市
と
し
て
実
質
２
年
度
目
の
決
算�
新
市
と
し
て
実
質
２
年
度
目
の
決
算�

一般会計決算の構成�

一般会計決算の推移�

18.8％�

民生費�
94億6,735万1千円�

15.8％�

公債費�
79億5,552万2千円�

労働費1億3,226万8千円0.3％�

17.9％�

総務費�
89億9,506万2千円�

教育費�
51億1,770万円�

農林水産業費�
41億2,739万7千円�

衛生費�
29億2,615万6千円�

消防費�
18億6,711万5千円�

商工費�
13億4,486万4千円�
　　　2.7％�

14.9％�
10.2％�

8.2％�

5.8％�

3.7％�

土木費�
74億6,063万1千円�

諸支出金2億6,653万9千円0.5％�
議会費2億6,687万2千円0.5％�

災害復旧費�
3億4,171万4千円�
0.7％�

歳  出�

502億6,919万1千円�

歳  入�

510億7,701万円�

15.0％�

7.8％�

市税�
76億5,320万円�

17.3％�

7.5％�

市債�
88億2,300万円�

36.5％�
5.1％�

9.2％�

地方交付税�
185億9,920万6千円�

地方譲与税及び�
各種交付金�
26億2,710万2千円�

国庫支出金�
47億760万3千円�

分担金・負担金�
使用料・手数料�
財産収入�
寄附金�
繰入金�
繰越金�
39億9,373万6千円�

諸収入�
8億2,633万2千円1.6％�

県支出金�
38億4,683万1千円�

自主財源（24.4％）
依存財源（75.6％）

一般会計決算�（カッコ内は対前年比）�

８５８５,７２５７２５円�
税負担額�
８５,７２５円�
税負担額�

520�

500�

0

平成16年度� 平成17年度� 平成18年度�

520

504

521

歳入� 歳出�

（単位：億円）�

506

511

503

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
地
方
交
付
税
、�

歳
出
は
民
生
費�

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

総
額
は
十
億
一
千
万
円
ほ
ど
の
減

（
△
　
％
）、歳
出
総
額
は
三
億
三

千
万
円
ほ
ど
の
減
（
△
　
％
）
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
が
八
億

七
百
八
十
一
万
九
千
円
で
、
翌
年

度
繰
越
財
源
を
除
く
実
質
収
支
は

六
億
三
千
九
百
九
十
一
万
九
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
入
に
占
め
る
割
合
の
ト
ッ
プ

は
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
で
　
％
、二
番
目
は
市
が
事
業

を
進
め
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
市

債
で
　
％
を
占
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
市
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
市
税
が
　
％
で
三
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
歳
出
で
は
福
祉
や
医
療

な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
の
民
生
費

が
　
％
と
ト
ッ
プ
。
次
い
で
総
務

費
が
　
％
、
市
債
を
返
済
す
る
お

金
の
公
債
費
が
　
％
と
続
い
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。�

�

市
民
一
人
当
た
り
の
支
出
は�

　
万
円�

　
歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
施

設
や
道
路
の
整
備
な
ど
の
建
設
事

業
費
に
係
る
投
資
的
経
費
が
　
％
、

人
件
費
や
市
債
返
済
の
た
め
の
公

債
費
、
扶
助
費
に
係
る
義
務
的
経

費
が
　
％
、
そ
の
他
が
　
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
決
算
額
を
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
は
七
十

六
億
五
千
三
百
二
十
万
円
で
、
平

成
十
八
年
度
末
の
人
口
が
八
万
九

千
二
百
七
十
六
人
で
す
の
で
、
一

人
当
た
り
八
万
五
千
七
百
二
十
五

円
を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
一
方
、
一
人
当
た
り
に
対
す
る

支
出
総
額
は
五
十
六
万
三
千
七
十

六
円
と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
と
し

て
は
、
民
生
費
十
万
六
千
四
十
六

円
、
総
務
費
十
万
七
百
五
十
六
円
、

公
債
費
八
万
九
千
百
十
二
円
、
土

木
費
八
万
三
千
五
百
六
十
八
円
、

教
育
費
五
万
七
千
三
百
二
十
四
円
、

農
林
水
産
業
費
四
万
六
千
二
百
三

十
二
円
な
ど
の
よ
う
に
、
市
政
運

営
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。�

全庁型地理情報システム導入事業�
ケーブルテレビ施設整備事業�
移動通信用鉄塔施設整備事業�
地域新エネルギー開発事業�
市歌制作事業�
市の花、市の木、市の鳥制定事業�
国際交流事業�
介護保険事業分担金�
身体障害者施設訓練等支援費�
知的障害者施設訓練等支援費�
石沢保育園改築事業費補助事業�
子育て支援金事業　　�
保育所入所措置事業 ��
保育所運営事業�
住民検診事業�
感染症予防対策事業�
笹子診療所改築事業�
“目指せ元気な担い手”農業��
夢プラン応援事業��
中山間地域等直接支払交付金事業�
“目指せ元気な担い手”農業��
夢プラン応援事業（畜産）��
農村振興総合整備統合補助事業�
森林整備地域活動支援交付金事業�
ゆり海岸林再生事業�
地域水産物供給基盤整備事業�
生活バス路線等維持事業�
由利高原鉄道運営補助事業�
観光振興計画策定事業�
簡易宿泊施設改修事業�
青少年旅行村整備事業�
浜館公園整備事業�
道路維持事業�
冬季交通等確保事業�
地方特定道路整備事業�
地方道路整備臨時交付金事業�
道路新設改良事業�
本荘市街地まちづくり交付金事業�
土地区画整理事業�
常備消防施設等整備事業�
非常備消防施設等整備事業�
西目小学校建設事業�
本荘南中学校建設事業�
矢島中学校建設事業�
コンピュータ教育振興事業�
国体施設整備事業�
水林総合運動公園整備事業�
漁港施設災害復旧事業�
公共土木施設災害復旧事業 �

93,015 �
2,348,649 �
68,968 �
97,975 �
2,979 �
230 �

10,332 �
779,558 �
174,306 �
456,220 �
99,395 �
70,400 �

1,561,260 �
729,188 �
267,004 �
69,926 �
87,482 �

69,027 

 519,884 �

32,276 �

270,241 �
127,399 �
69,213 �
196,856 �
131,137 �
38,179 �
5,775 �
60,777 �
25,029 �
47,145 �
282,670 �
314,852 �
482,545 �
1,229,953 �
464,128 �
250,034 �
1,640,454 �
62,234 �
172,504 �
27,374 �
42,779 �
333,019 �
138,450 �
273,297 �
618,554 �
30,481 �
306,885 

１.９�

０.６�

３６.５�１７.３�

１５.０�

１８.８�

１５.８�

２４.３�

４４.８�

３０.９�

１７.９�

５６�
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上
半
期 
市
の
財
政
状
況�

平
成
　
年
度
決
算
の
状
況�

１８�

4,170,755�

151,657�

0�

4,322,412�

8,320�

55,610�

63,930�

4,182,301�

�

76,181�

4,258,482�

4,322,412

固 定 資 産 �

流 動 資 産 �

繰 延 勘 定 �

固 定 負 債 �

流 動 負 債 �

負 債 合 計 �

資 本 金 �

（うち借入資本金）�

剰 余 金 �

資 本 合 計 �

各特別会計決算の状況�

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を表したものです。�
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。�
※キャッシュ・フロー計算書は、会計期間の資金の増減を表したもので、資金の増は正数、資金の減�
　は負数（△）で記載しています。�

375,288�

323,029�

52,259�

7,877�

33,498�

26,638�

26,638�

△80,862�

△54,224

710,502�

510,359�

200,143�

17�

123,836�

76,324�

76,324�

0�

76,324

（平19．4．1～19．9．30）� （単位：千円）�損益計算書�

前年度繰越利益剰余金（△欠損金）�

当期未処分利益剰余金（△欠損金）�

営業収益�

営業費用�

営業利益�

営業外収益�

営業外費用�

経常利益（△経常損失）�

当期純利益（△当期純損失）�

１.�

２.�

�

３.�

４.�

�

�

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

（単位：千円）�（平19．3．31）�貸借対照表�

（3,323,745）�

17,476,263�

966,220�

5,520�

18,448,003�

0�

157,220�

157,220�

17,394,512�

�

896,271�

18,290,783�

18,448,003

（8,827,808）�

資 産 合 計 �

資 産 の 部 �

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

負 債 の 部 �

資 本 の 部 �

負 債 資 本 合 計 �

ガス・水道事業 決算の状況�
（単位：千円）�（平18．4．1～19．3．31）�損益計算書�

前年度繰越利益剰余金（△欠損金）�

当年度未処分利益剰余金（△欠損金）�

営業収益�

営業費用�

営業利益�

営業外収益�

営業外費用�

経常利益（△経常損失）�

特別利益�

特別損失�

当年度純利益（△当期純損失）�

１.�

２.�

�

３.�

４.�

�

５.�

６.

813,570�

739,640�

73,930�

9,880�

70,161�

13,649�

19,475�

3,234�

29,890�

△110,752�

△80,862

1,413,032�

1,067,534�

345,498�

20,632�

257,496�

108,634�

0�

395�

108,239�

0�

108,239

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

（単位：千円）�（平18．4．1～19．3．31）�キャッシュ・フロー計算書�

営業活動によるキャッシュ・フロー�

投資活動によるキャッシュ・フロー�

財務活動によるキャッシュ・フロー�

現金及び預金の増減額�

現金及び預金の期首残高�

簡易水道統合に伴い引継いだ現金及び預金�

現金及び預金の期末残高�

１.�

２.�

３.�

４.�

５.�

６.�

７.�

204,662�

△46,749�

△149,338�

8,575�

48,335�

－�

56,910

509,265�

△430,550�

△123,223�

△44,508�

745,720�

117,181�

813,393

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を表したものです。�
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。�
※キャッシュ・フロー計算書は、会計期間の資金の増減を表したもので、資金の�
　増は正数、資金の減は負数（△）で記載しています。�

（単位：千円）�
（平19．4．1～19．9．30）�キャッシュ・フロー計算書�

営業活動によるキャッシュ・フロー�

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー�

現金及び預金の増減額�

現金及び預金の期首残高�

現金及び預金の期末残高�

１.�

２.�

３.�

４.�

５.�

６.�

173,703�

△34,359�

△81,852�

57,492�

56,910�

114,402

266,843�

△47,234�

△167,293�

52,316�

818,393�

870,709

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

平成19年度業務状況�

国民健康保健�

老 人 保 健 �

休日応急診療所�

情報センター�

地域情報化�

奨 学 資 金 �

介護サービス�

下 水 道 �

集 落 排 水 �

簡 易 水 道 �

休養宿泊施設�

ス キ ー 場 �

財 産 区 �

計�

94億2,268万7千円�

会　計　別� 予算現額�

105億8,219万8千円�

902万2千円�

3億1,235万7千円�

1億953万4千円�

8,257万1千円�

7億9,616万6千円�

33億6,916万6千円�

23億1,505万3千円�

15億6,608万9千円�

1億9,639万1千円�

1億1,498万4千円�

453万2千円�

288億8,075万0千円�

40億3,407万9千円�

43億5,018万9千円�

781万7千円�

7,495万1千円�

3,669万0千円�

5,666万4千円�

3億4,491万1千円�

2億5,218万3千円�

1億4,314万3千円�

2億1,274万6千円�

6,951万7千円�

767万2千円�

189万6千円�

95億9,245万8千円�

42.8

41.1

86.6

24.0

33.5

68.6

43.3

7.5

6.2

13.6

35.4

6.7

41.8

33.2

38億3,669万9千円�

43億5,427万4千円�

350万3千円�

8,676万2千円�

4,001万2千円�

4,023万4千円�

3億273万4千円�

9億7,559万0千円�

6億9,588万9千円�

3億1,356万4千円�

6,167万6千円�

2,603万4千円�

71万1千円�

107億3,768万2千円�

40.7

収入済額� 収入率� 支出済額�

歳　　入� 歳　　出�

執行率�

41.2

38.8

27.8

36.5

48.7

38.0

29.0

30.1

20.0

31.4

22.6

15.7

37.2

特別会計の執行状況�

一般会計の執行状況�

地方交付税�

市 債 �

市 税 �

国庫支出金�

県 支 出 金 �

繰 入 金 �

諸 収 入 �

使用料・手数料�

分担金・負担金�

そ の 他 �

歳入合計�

186億2,783万7千円�

110億1,900万0千円�

82億2,100万2千円�

73億2,480万1千円�

43億9,955万9千円�

17億2,557万9千円�

11億1,853万1千円�

9億4,225万2千円�

3億6,054万2千円�

30億6,482万4千円�

568億392万7千円�

125億9,154万0千円�

2億9,300万0千円�

44億7,972万8千円�

6億1,175万8千円�

4億6,691万7千円�

6,567万8千円�

3億8,533万1千円�

2億2,653万1千円�

1億2,861万7千円�

18億5,463万8千円�

211億373万8千円�

67.6

項　目� 予算現額� 収入済額� 収入率�

2.7

54.5

8.4

10.6

3.8

40.9

20.3

35.7

60.5

37.2

62.8

（単位：千円、％）�

未収入額　　357億18万9千円�

歳入の部�

民 生 費 �

土 木 費 �

総 務 費 �

公 債 費 �

教 育 費 �

農林水産業費�

衛 生 費 �

消 防 費 �

商 工 費 �

そ の 他 �

歳出合計�

99億4,961万2千円�

95億7,090万8千円�

88億8,767万1千円�

83億7,024万7千円�

69億308万1千円�

43億8,542万0千円�

29億4,485万1千円�

18億7,778万9千円�

15億9,010万5千円�

23億2,424万3千円�

568億392万7千円�

39億2,481万6千円�

18億2,659万5千円�

29億6,633万5千円�

32億8,237万7千円�

19億1,659万4千円�

7億2,626万4千円�

10億1,727万9千円�

7億3,628万8千円�

4億9,990万0千円�

6億980万9千円�

175億625万7千円�

39.5

項　目� 予算現額� 支出済額� 執行率�

19.1

33.4

39.2

27.8

16.6

34.5

39.2

31.4

26.2

30.8

69.2

（単位：千円、％）�

未支出額　　392億9,767万0千円�

歳出の部�

※予算額には、歳入歳出ともに平成18年度からの繰越分26億2,774万9千円が含まれています。�

（平19．9．30）�

4,103,929�

154,598�

0�

4,258,527�

10,400�

42,385�

52,785�

4,100,449�

�

105,293�

4,205,742�

4,258,527

固 定 資 産 �

流 動 資 産 �

繰 延 勘 定 �

固 定 負 債 �

流 動 負 債 �

負 債 合 計 �

資 本 金 �

（うち借入資本金）�

剰 余 金 �

資 本 合 計 �

（単位：千円）�貸借対照表�

（3,241,892）�

17,314,047�

959,576�

4,830�

18,278,453�

0�

68,915�

68,915�

17,227,219�

�

982,319�

18,209,538�

18,278,453

（8,660,515）�

資 産 合 計 �

資 産 の 部 �

事 業 名 � ガ ス 事 業 �水 道 事 業 �

負 債 の 部 �

資 本 の 部 �

負 債 資 本 合 計 �

国民健康保健�

老 人 保 健 �

受託施設休日応急診療所運営�

情報センター�

地域情報化事業�

奨 学 資 金 �

介護サービス事業�

下 水 道 事 業 �

集落排水事業�

簡易水道事業�

休養宿泊施設運営�

スキー場運営�

財 産 区 �

計�

会　計　別� 歳入決算額� 歳出決算額� 歳入歳出差引額�

90億5,334万7千円�

102億847万1千円�

1,175万2千円�

2億8,003万2千円�

1億765万8千円�

1億206万9千円�

7億8,835万8千円�

38億5,868万4千円�

25億6,007万3千円�

16億2,650万9千円�

2億85万5千円�

8億5,947万9千円�

235万5千円�

296億5,964万2千円�

82億9,610万3千円�

102億846万5千円�

1,072万0千円�

2億8,259万6千円�

1億448万0千円�

9,427万5千円�

6億9,015万3千円�

38億2,729万7千円�

25億4,163万7千円�

16億1,168万6千円�

1億9,793万6千円�

8億5,181万0千円�

209万7千円�

287億1,925万5千円�

7億5,724万4千円�

6千円�

103万2千円�

△256万4千円�

317万8千円�

779万4千円�

9,820万5千円�

3,138万7千円�

1,843万6千円�

1,482万3千円�

291万9千円�

766万9千円�

25万8千円�

9億4,038万7千円�

　本年度上半期の「市の財政状況」を紹介
します。皆さんからの貴重な税金や国・県
からのお金がどのような予算規模で、どの
くらい使われているかなどを明らかにして、
市の財政事情を知っていただくことが目的
です。�
　今年４月から９月までの平成１９年度上半
期予算執行状況などをお知らせします。�

地方�
交付税�

市　債�

市　税�

民生費�

土木費�

総務費�

◇
地
方
交
付
税
…
全
国
の
市
町
村
が

　
一
定
の
事
業
を
行
え
る
よ
う
、
国

　
が
各
種
の
基
準
に
応
じ
て
毎
年
度

　
交
付
す
る
お
金�

◇
国
庫（
県
）支
出
金
…
市
が
行
う
事

　
業
に
対
し
て
、
国（
県
）が
補
助
し

　
た
り
負
担
し
た
り
す
る
お
金
の
総

　
称�

◇
市
債
…
施
設
建
設
な
ど
の
際
に
、

　
市
が
計
画
的
に
借
り
る
長
期
の
借

　
入
金�

◇
公
債
費
…
市
債
を
返
済
す
る
お
金�

◇
財
産
区
…
市
が
所
有
す
る
山
林
な

　
ど
の
管
理
や
処
分
を
行
う
こ
と
を

　
認
め
ら
れ
た「
特
別
地
方
公
共
団
体
」�

●財政用語解説●�

「由利本荘市の財政状況は�
　　　　　　どうなのかな？」�

「
明
る
い
未
来
を�

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
！
」�

会場全体が一体となって市歌が歌われた「詩と音楽のコンサート」�
　　　　　　　　　（谷川俊太郎さん（右）と賢作さん親子：8月25日）�
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※今年度人間ドックを受診済み、または受診予定の方は対象外となります。
※生活保護世帯者の方は、検診料金が無料となりますので、 受付時に「緊急時医療依頼証」を
　提示してください。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。

検　診　名
大腸がん検診

対　象　者
30歳以上の女性

検　診　料　金
70歳以上：200円　69歳以下：500円

対　象　地　区
矢島町・家中新地・丸森・田中町・新丁・
舘町・七日町・城新・水上・上ノ山小杉沢
・針ケ岡
長泥・大川原・新町
持子・八ツ杉・中山・上野・上野平・十二
ケ沢・軽井沢
木在・川原小坂・田中・砂子沢・杉沢・沢
内・小板戸
新所・元町郷内・御嶽
坂之下郷内・坂之下
荒沢・矢越・谷地沢・桃野
山寺・下山寺・豊町・羽坂・栄町・栄町住
宅・小田・沖小田・小田住宅・築舘・中屋
敷・上新荘・九日町・須郷田・成沢・田沢
・金ケ沢・上原・熊之子沢・濁川

受付時間

　9：30～ 11：30

13：00～ 13：30

13：50～ 14：20

14：45～ 15：30

　9：30～ 10：00
10：20～ 10：40
11：10～ 11：40

13：00～ 15：30

実施場所

矢島福祉会館

大川原会館

立石児童館

杉沢会館

新所会館
坂之下会館
荒沢会館

矢島保健センター

検診日

11月５日㈪

６日㈫

　成人の歯の喪失の主因となる歯周病。そして歯周

病は全身の健康と密接に関係しています。

　由利本荘歯科医師会と県由利地域振興局福祉環境

部では、「全身をねらう歯周病」をテーマに、歯科

保健公開講演会を開催します。お誘い合わせて参加

ください。

■と　き　12月１日㈯　午後２時～４時
■ところ　本荘グランドホテル
■テーマ　「命をねらう歯周病～全身の健康は口から～」
■講　師　日本歯科大学　沼部幸博教授
■対象・定員　市民・歯科保健関係者など200人
■参加料　無料
■申し込み・問い合わせ先　11月26日㈪まで、由利 
　地域振興局福祉環境部（由利本荘保健所）健康・
　予防班（☎22－4122）
　※参加は当日会場でも受け付けします。

▷と　き　11月10日㈯　午後２時～３時30分
　　　　　（１時30分～受け付け）
▷ところ　鶴舞会館
▷内　容　盲導犬を含む、補助犬の受
　　け入れについて
▷参加費　500円（資料代など）
▷問い合わせ先　㈶日本盲導犬協会
　　秋田県支所（☎018－828－0074）

　　　　　　　　○と　き　11月15日㈭
　　　　　　　　　　午前９時～９時30分受け付け
　　　　　　　　　※終了は午後１時ころの予定です。
○ところ　本荘保健センター 
○対　象   妊婦および家族の方
○内　容　「妊娠中の食事について」…講話と実習
　　　　　「赤ちゃんにやさしいおはなしを」
　　　　　　　　　　　　　　　…絵本の読み聞かせ
○持ち物　母子手帳、筆記用具、エプロン
○申し込み・問い合わせ先　11月６日㈫まで、本荘
　　保健センター（☎22－1834）

平成19年11月１日号 広報ゆりほんじょう

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要で、場所によっては予約制
　の所もあります。事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課
　へお問い合わせください。

実　施　場　所
グランドファミリー西目
本荘合同庁舎
由利地域振興局（職員会館）
㈱ＪＡ秋田しんせいサービス

岩城総合支所（岩城会館）

矢島小林工業㈱薬師堂工場
小林無線工業㈱
佐藤病院
ＴＤＫ由利本荘㈱（矢島）

イオンスーパーセンター本荘店

受付時間
14：30～ 16：00
10：00～ 11：30
12：45～ 14：10
14：40～ 16：00
10：00～ 12：00
13：00～ 16：30
10：00～ 11：30
13：00～ 14：00
14：30～ 16：30
15：30～ 16：30
10：00～ 12：00
13：00～ 16：00

備　　考
全血献血

全血献血

成分献血

全血献血

全血献血

全血献血

日
２日㈮

５日㈪

７日㈬

13日㈫

16日㈮

23日㈮

会　　　場

大内保健センター

西目保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
大内保健センター

岩城保健センター

西目保健センター
由利福祉保健センター

岩城保健センター

本荘保健センター
大内保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター

対象地域

大 内

西 目
矢島・鳥海
本 荘
矢島・鳥海
大 内

岩 城

西 目
由利・東由利

岩 城

本 荘
大 内
由利・東由利
本 荘
本 荘
矢島・鳥海

健診日

７日㈬

９日㈮

14日㈬

15日㈭

16日㈮

20日㈫

21日㈬

27日㈫
28日㈬

29日㈭

事　業　名

４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診
２ 歳 児 歯 科 健 診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
３ 歳 児 健 診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
２ 歳 児 歯 科 健 診
３ 歳 児 健 診

４・７・10カ月児健診

３ 歳 児 健 診
２ 歳 児 歯 科 健 診
４・７・10カ月児健診
４ カ 月 児 健 診
10 カ 月 児 健 診
４・７・10カ月児健診

対　　象　　者
平成19年６月４日～７月７日生まれ
平成19年３月４日～４月７日生まれ
平成18年12月４日～平成19年１月７日生まれ
平成18年12月・平成19年３月・６月生まれ
平成17年５月・６月・７月生まれ
平成18年４月生まれ
平成16年３月・４月・５月生まれ
平成16年３月30日～６月14日生まれ
平成18年２月３日～５月15日生まれ
平成16年３月・４月生まれ
平成17年１月・２月・３月生まれ
平成16年２月・３月・４月・５月生まれ
平成19年６月25日～７月20日生まれ
平成19年３月25日～４月20日生まれ
平成18年12月25日～平成19年１月20日生まれ
平成16年５月生まれ
平成17年３月26日～７月21日生まれ
平成19年１月・４月・７月生まれ
平成19年７月生まれ
平成19年１月生まれ
平成19年１月・４月・７月生まれ

受付時間

13：00～ 13：20

12：30～ 12：50
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00
12：40～ 13：00

13：00～ 13：30

　9：00 ～　9：20
12：45～ 13：00

13：00～ 13：30

13：00～ 13：30
12：40～ 13：00
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
＊３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
＊本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診するようにしてください。
＊当日受診できない場合は、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

会　　　場
本荘保健センター

対象地域
本 荘

日
30日㈮

対　　象　　者
平成18年11月～平成19年３月生まれ

受付時間
13：00～ 14：00

＊ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。６週間以上の間隔を置き、ワ
　クチンを２回接種します。
＊今回の対象年月を越えていても、まだ２回目を接種していない方は受けられます。
＊予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種してください。

11月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

日
３日㈯
４日㈰
11日㈰
18日㈰
23日㈮
25日㈰

医　師　名
前　原　巳知夫
村　田　　　誠
伊　藤　伸　一
西　成　民　夫
西　村　茂　樹
酒　見　喜久雄

９月に行われた子育て教室で、子どもたちの表情をパチリ!



市
民 

芸
術 

祭 

商 工 
祭 農 業 

祭 
市
の
「
米
ま
つ
り
」
で
、
出
来
秋
を
満
喫 ！ 

　
日
ご
と
に
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
言
え
ば
「
米
ま
つ
り
」。 

　
今
年
も
十
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
本
荘
第
二
体
育
館
な
ど
を

会
場
に
「
農
業
祭
」「
商
工
祭
」「
市
民
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
出
来
秋
を
喜
び
合
う
「
秋
の
祭
典
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

▼
 

格
技
場 

▲本荘第2体育館／イベント広場 

ふ
れ
あ
い 

　
　
木
工
品
展 

Ｊ
Ａ
福
祉
展 

平
　
和
　
展 

交
通
・
防
災
展 

愛
　
　
石
　
　
展 市　政　展 

入口 
▲ 

入口 
▲ 

事務局 

農
　
産
　
品
　
品
　
評
　
会 

由利本荘市 
・にかほ市 
小中学校 
　　書道展 

保育園児・ 
幼稚園児展 

東北農政局 
秋田農政 
事務所展 

税の作文展 

学校給食展 

西目高校 
産業教育 
   フェア 

１ 階 
２ 階 入

口 
▲
 

由
利
本
荘
市
特
産
品
即
売
会 

農
作
物
消
費
拡
大
抽
選
会 

農

産

物

即

売

会

 

森

林

組

合

木

工

教

室

 

（民家・ 

　倉庫等） 

出
入
口 

▲
 

看  

板 

案内板 

案内板 

イ
ベ
ン
ト
広
場 

ス
テ
ー
ジ 

関係者駐車場 

仮
設
ト
イ
レ 

（２基） 

（
谷
地
町
会
館
） テント 

テ
　
ン
　
ト 

↑
駅
前
通
り
へ 

全国ごてんまり 
　コンクール 

事務局 ごてんまり 
　実演コーナー 

３ 階 

・工芸品展 
・刺し子実演即売 
　　　　コーナー 
・ごてんまり即売 
　　　　コーナー 

消費生活展 

２ 階 
消費生活消費生活 
相談相談コーナー 
消費生活 
相談コーナー 

保健センターへ ↑ 

シルシルバーバー 
人材人材 
フェアフェア 

シルバー 
人材 
フェア 

入口 ▲
 

市母子連手づくり展 

発明工夫展 
未来の科学ゆめ絵画展 

婦人会不用品婦人会不用品 
　　コーナー　　コーナー 
婦人会不用品 
　　コーナー 

１ 階 

「
わ
ぴ
え
」 

小
物
販
売

小
物
販
売 

「
わ
ぴ
え
」 

小
物
販
売 

喫茶室 
（事務室） 

（事務室） 

トイレ 
（身障者用） 

ごてんまり 
即売コーナー 

鶴
舞
会
館 

▲
 

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー 

▲
 

（
1
２２
‐
１
８
３
４
） 

・食生活改善展 
・高校生ヘルシー 
 お弁当コンクール 

ト
イ
レ

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用

身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

 

控
室 

鶴舞会館へ  ↓ ２ 階 

食
生
活
改
善 

　
　
試
食
会 

健
康
２１
計
画 

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト 

健
康
チ
ェッ
ク 

　
コ
ー
ナ
ー 

（事務室） ト
イ
レ

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用

身
障
者
用
） 

ト
イ
レ 

（
身
障
者
用
） 

ト
イ
レ １ 階 

く
す
り
と 

　
健
康
展 

入
口 

▲
 

本
荘
郷
土
資
料
館 

　
　 

　
　
（
　
　
―
３
５
７
０
） 

●
企
画
展 

　
「
本
荘
ご
て
ん
ま
り
と 

　
　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
歩
み
」 

●
常
設
展 

　
「
本
荘
の
歴
史
と
文
化
」 

 

本
荘
文
化
会
館 

　
　 

　
　
（
　
　
―
３
０
３
３
） 

《
ス
テ
ー
ジ
》 

●
芸
能
発
表 

　
4
日
　（
午
後
0
時
　
分
開
演
） 

　
内
容
…
踊
り
、
古
典
芸
能
、
　
　

　
　
　
　 

バ
レ
エ
な
ど 

《
地
階
会
議
室
》 

●
合
同
華
道
展 

●
絵
画
・
写
真
・
押
し
花
・
凧
展 

　
3
日
　
〜
5
日 

《
地
階
ロ
ビ
ー
》 

●
茶
会 

　
4
日 

 

本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

　
　 

　
　
（
　
　
―
２
０
７
７
） 

《
体
育
室
》 

●
由
利
本
荘
市
菊
花
展 

　
　
日
　
〜
5
日
　 

２４ ２２ ２２ 

（日） （土） （木） 

1

（月） 

（日） 

（月） 

３０ 

問い合わせ先 
市農業水産課 
（　24-6353） 1

第

　

回
３

由
利
本
荘
市 

（土） 

来
　
場
　
者
　
用
　
駐
　
車
　
場 

秋田由利牛 
即売会 

２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ ２２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ １１ １ 

テ  ン  ト 

ノスタル 
ジックカー 
展示コーナー 

休憩スペース 

イ
ベ
ン
ト
広
場 

▼旧由利組合総合病院跡地 
〈期間 11／3（土）～4（日）、商工会主催〉 

（月） た
こ 
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■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

11
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

11
月
14
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
５
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談

▽
と
き　

毎
日
、
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
公
証
人
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

11
月
８
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
１

　

号
室

▽
内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
借
な
ど
に
つ
い
て

※

右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　

合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談
室
の

　

職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き　

11
月
14
日
㈬
〜
15
日
㈭　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ

　

ン
タ
ー　

２
階　

第
二
研
修
室

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
13
日
㈫
ま
で
、
東
北
税
理
士

　

会
本
荘
支
部（
☎
23
―
１
０
３
３
）

　

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き　

11
月
12
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

紫
水
館
（
鳥
海
地
域
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　

虐
待
は
深
刻
な
人
権
侵
害
で
す
。

子
ど
も
を
守
る
べ
き
大
人
が
児
童
虐

待
防
止
に
努
め
、
社
会
の
み
ん
な
で

健
全
な
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

▽
主
な
相
談
機
関　

県
中
央
児
童
相

　

談
所
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
７

　

３
１
１
）、
市
子
育
て
支
援
課
（
☎

　

24
―
６
３
１
９
）、
由
利
本
荘
警

　

察
署
（
☎
23
―
４
１
１
１
）、
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
８
３

　

４
）、
家
庭
児
童
相
談
室
（
☎
24

　

―
２
９
１
１
）

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法

　

人
の
登
記
・
多
重
債
務
・
成
年
後

　

見
な
ど

▽
と
き　

11
月
21
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
定
員　

先
着
８
組

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士
会

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７
）

　

市
で
は
、
自
力
で
の
除
雪
が
困
難

な
家
庭
を
対
象
に
出
入
口
と
通
路
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

65
歳
以
上
お
よ
び
身
体
障

　

害
者
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み

　

の
世
帯

▽
利
用
料
金　

30
分
当
た
り
50
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
30
日
㈮
ま
で
、
長
寿
支
援
課

　

 

（
☎
24
―
６
３
２
２
）
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　

扇
風
機
や
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

洗
濯
機
な
ど
使
用
期
間
の
長
い
家
電

製
品
に
よ
る
火
災
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
使
用
期
間
の
長
い
家
電
製

品
を
使
用
す
る
と
き
は
「
異
常
が
な

い
か
」
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▽
と
き　

11
月
17
日
㈯　

午
後
１
時

　

〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

秋
田
県
北
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー
（
大
館
市
）

▽
テ
ー
マ
・
講
師　

家
庭
環
境
を
よ

　

り
よ
い
状
態
に
変
え
よ
う
〜
相
談

　

事
例
か
ら
〜
秋
田
大
学
医
学
部

　

准
教
授　

佐
々
木
久
長
先
生

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
文
化
政
策
課
（
☎
０
１
８
―

　

８
６
０
―
１
５
５
２
）

　

事
件
の
解
決
に
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
「
理
解
と
協
力
」
が
必
要
で
す
。

万
一
被
害
に
あ
っ
た
ら
「
現
場
は
そ

の
ま
ま
、 

早
い
届
出
」
を
す
る
こ
と

で
、
犯
人
検
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

警
察
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
事
件
を
知
っ
た
ら
１
１
０
番
！

　

１
１
０
番
通
報
に
よ
り
、
近
く
に
い
る

パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
急
行
し
ま
す
。
素
早

い
通
報
が
犯
人
検
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
現
場
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
！

　

届
出
が
早
い
ほ
ど
、
現
場
に
は
犯
人
に

結
び
つ
く
資
料
や
痕
跡
な
ど
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
時
は
家
の
中

を
片
付
け
た
り
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（
☎
23
―
４
１
１
１
）

※本紙への広告掲載にかかる最新情報は
　市ホームページでご確認ください。

　

今
年
度
も
本
荘
郷
土
資
料
館
ほ
か

市
内
の
４
施
設
に
お
い
て
、
合
同
企

画
展
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
市
内
外
の
方

に
分
か
り
や
す
く
街
を
案
内
す
る
た

め
に
、
各
施
設
所
在
地
域
の
マ
ッ
プ

作
成
を
予
定
し
て
お
り
、
マ
ッ
プ
へ

の
掲
載
を
希
望
す
る
商
店
や
施
設
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展

示
の
た
め
お
ひ
な
さ
ま
を
貸
し
出
し

て
く
だ
さ
る
方
、
自
宅
を
開
放
し
て

見
せ
て
く
だ
さ
る
方
も
合
わ
せ
て
募

集
し
ま
す
。「
ひ
な
菓
子
」
や
「
ひ

な
御
膳
」
な
ど
を
協
賛
く
だ
さ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
11
月
29
日
㈭
ま
で
、
本
荘
郷
土
資
料

　
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）、
亀
田
城

　
佐
藤
八
十
八
美
術
館
（
☎
74
―
２
５

　
０
０
）、
出
羽
伝
承
館
（
☎
62
―
０

　
５
０
５
）、
矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝

　
習
施
設
（
☎
56
―
２
２
０
３
）

　

平
成
20
年
６
月
15
日
に
北
秋
田
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
59
回
全
国
植
樹

祭
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜

　

12
月
12
日
㈬

▽
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
な
ど
の

　

公
共
機
関
に
あ
る
申
し
込
み
ガ
イ

　

ド
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵

　

送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

　

で
応
募
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
も
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

　

 
「
59
回
全
国
植
樹
祭
」
で
検
索
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ　

 「
県
立
北
欧
の
杜
公
園
」

　

 

（
北
秋
田
市
）

▽
募
集
人
数　

３
千
人

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
全
国
植
樹
祭

　

推
進
室
（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―

　

１
７
７
７
）

▽
と
き　

11
月
17
日
㈯

▽
と
こ
ろ　

秋
田
駐
屯
地

▽
試
験
種
目　

２
等
陸
、
海
、
空
士

▽
対
象　

来
春
高
校
、
大
学
な
ど
を

　

卒
業
予
定
者
お
よ
び
18
歳
以
上
27

　

歳
未
満
の
方

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
14
日
㈬
ま
で
、
由
利
本
荘
地

　

域
事
務
所
（
☎
22
―
３
４
７
９
）

※

携
帯
電
話
か

　

ら
も
ご
確
認

　

い
た
だ
け
ま

　

す
。

　

 

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　

ド
は
こ
ち
ら
）

　

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
砂
地

造
林
を
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
水
林

海
岸
防
備
林
。
先
人
が
築
い
た
豊
か

な
自
然
を
取
り
戻
す
植
樹
活
動
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

11
月
10
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

水
林
国
有
林
（
本
荘
由

　

利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
作
業
内
容　

ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
千

　

本
を
植
樹
し
ま
す

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
７
日
㈬
ま
で
、
由
利
森
林
管

　

理
署
内
事
務
局
（
☎
22
―
１
０
７

　

６
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
２
２
７
４
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま

　

す
の
で
申
し
込
み
の
際
、
住
所
、
氏

　

名
、
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平成19年11月１日号 広報ゆりほんじょう

■業務内容　鳥海高原矢島スキー場の索道
　　従事、スノーパークディガー、リフト
　　券の販売
■応募資格　20歳以上65歳未満の方で普通
　　自動車免許を所持し、スキー（ノース
　　トック）またはスノーボードに乗りゲ
　　レンデ作業ができる方
■募集人員　15人
■雇用期間　12月11日㈫～平成20年３月31日㈪
■選考方法　書類審査および面接試験
■応募方法　11月12日㈪午後５時まで、矢
　　島総合支所産業課に備え付けの申込書
　　によりお申し込みください。



Yurihonjo city public Relations.  2007

▽
と
き　

11
月
22
日
㈭　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

ス
マ
イ
ル
（
に
か
ほ
市

　

平
沢
字
八
森
31
―
１
）

▽
内
容　

ユ
ッ
ケ
ジ
ャ
ン
（
牛
肉
の

　

辛
み
ス
ー
プ
）、
ミ
ヨ
ッ
ク
ッ
（
わ

　

か
め
ス
ー
プ
）

▽
講
師　

朴　

權
さ
ん（
本
市
在
住
）

▽
定
員　

15
人
（
受
講
料
無
料
）

※

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
持
参

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
15
日
㈭
ま
で
、
由
利
地
域
国 

　

際
定
期
便
利
用
促
進
協
議
会
事
務

　

局
（
県
由
利
地
域
振
興
局
内
☎
22

　

―
５
４
３
２
）

　

入
場
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
県
内
各
地
の
民
俗

芸
能
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

11
月
17
日
㈯　

午
後
１
時
〜

▽
と
こ
ろ　
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
出
演
団
体　

潟
保
八
幡
神
社
神
楽
、

　

山
谷
番
楽
ほ
か
５
団
体

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
教
育
庁
文
化

　

財
保
護
室
（
☎
０
１
８
―
８
６
０

　

―
５
１
９
２
）

▽
と
き　

11
月
５
日
㈪　

午
後
２
時

　

〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ

　

ン
タ
ー
「
遊
学
舎
」（
秋
田
市
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
知
事
公
室
総

　

務
課　

企
画
・
行
政
改
革
班
（
☎

　

０
１
８
―
８
６
０
―
１
０
５
４
）

・
本
荘
由
利
児
童
生
徒
美
術
展　

９
時
〜
17
時
（
〜
26
日
）

  

文
化
会
館
地
下
会
議
室
文

・
年
末
調
整
説
明
会　

10
時
〜
15
時
文

・
本
荘
陶
芸
ク
ラ
ブ
展
示
会　

９
時
〜
17
時
（
〜
18
日
）

  

文
化
会
館
地
下
会
議
室
文

・
県
高
校
新
人
卓
球
大
会　

８
時
〜
19
時
（
〜
12
月
２
日
）総

・
休
館
日
総

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

  

14
時
〜
15
時
30
分　

登
録
料
あ
り

・
本
荘
由
利
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
（
一
般
）
８
時
〜
20
時

・
第
27
回
由
利
工
業
高
校
吹
奏
楽
定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時　

３
百
円
文

ア

総

・
ア
ク
ア
パ
ル
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト　

18
時
〜
19
時
30
分

  

入
場
料
あ
り

・
本
荘
由
利
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
（
小
・
中
学
生
）
８
時
〜
20
時

ア

総

勤
労
感
謝
の
日

・
カ
ワ
イ
音
楽
発
表
会　

10
時
〜
16
時
30
分

・
大
内
地
域
年
代
別
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

８
時
〜
21
時

・ 

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
合
併
10
周
年
記
念
「
森
山
良
子
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

  2007

〜2008

」
17
時
〜　

Ｓ
席 

６
千
円
、Ａ
席 

５
千
円
文

ア

総

・
カ
ワ
イ
音
楽
教
室
発
表
会　

10
時
〜
16
時
30
分

・
第
58
回
本
荘
由
利
秋
季
柔
道
大
会　

８
時
〜
17
時

・
第
30
回
仁
賀
保
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

  

14
時
〜
16
時
30
分　

５
百
円
文

ア
総

・
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
市
公
民
館
大
会
（
場
所
／
紫
水
館
）

  

10
時
〜
15
時
15
分
公

・
市
職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

８
時
〜
17
時

・
家
庭
教
育
講
座
② 

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
」

  

10
時
〜
11
時
30
分　

受
講
料 

無
料

総

公

パ
ク

コ
ン

　

貯
蓄
推
進
の
た
め
、
毎
年
好
評
の
家

計
簿
を
１
冊
390
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
生
活
環
境
課
（
☎
24
―
６
２

５
１
）
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

全
国
約
13
万
の
小
売
店
舗
と
約
４
万

の
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
事
業
所
を

対
象
に
５
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
物

価
に
関
す
る
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　

調
査
は
11
月
21
日
現
在
で
実
施
さ

れ
、
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員

や
市
、
総
務
省
統
計
局
が
行
い
、
統

計
を
作
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、

そ
の
他
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課

　

統
計
班
（
☎
24
―
６
２
２
７
）

▽
と
き　

11
月
14
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　

　

４
階　

飛
翔
の
間
（
秋
田
市
）

▽
対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
一
般
の
方
、

　

来
春
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な

　

ど
を
卒
業
さ
れ
る
方

▽
内
容　

採
用
予
定
の
あ
る
福
祉
施

　

設
な
ど
の
採
用
担
当
者
と
の
個
別

　

面
談
、
福
祉
の
仕
事
や
資
格
に
関

　

す
る
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
事
務

　

局
職
員
に
よ
る
就
職
相
談

※

申
し
込
み
不
要
。
時
間
内
の
入
退

　

室
は
自
由
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
保
健
人

　

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
人
材
部
門
）

　
 

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
０
１

　

８
―
８
６
４
―
２
８
８
０
）

▽
と
き　

11
月
16
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　

　

４
階　

飛
翔
の
間
（
秋
田
市
）

▽
内
容　

①
優
良
事
業
所
等
の
表
彰

　

②
建
設
業
に
働
く
若
者
の
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
入
選
披
露
③
記
念
公
演
（
講
師

　

高
橋
嘉
彦
さ
ん
（
マ
ナ
ス
ル
登
山

　

隊　

南
極
越
冬
隊
元
隊
員
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
職

　

業
対
策
課
（
☎
０
１
８
―
８
８
３

　

―
０
０
１
０
）

　

雇
用
対
策
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働

者
の
募
集
・
採
用
時
に
原
則
と
し
て

年
齢
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。（
一
部
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘

企
画
開
発
部
門（
☎
22
―
３
４
２
１
）

ま
た
は
秋
田
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.akita-rodokyoku.

go.jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

11
月
か
ら
「
新
し
い
入
国
審
査
手
続
」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
更
さ
れ
る
点
は
「
外
国
人
が
日
本

に
入
国
す
る
際
、
指
紋
と
写
真
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
で
す
。
空

港
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
国
審
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

法
務
省
入
国
管

　

理
局
総
務
課
（
☎
０
３
―
３
５
８

　

０
―
４
１
１
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.im
m
i-m
oj.go.jp/

）

▽
と
き　

11
月
22
日
㈭　

午
後
６
時

　

30
分
開
宴
（
６
時
〜
受
け
付
け
）

▽
と
こ
ろ　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

孔
雀
の
間
（
☎
23
―
４
５
４
５
）

▽
会
費　

５
千
円　

150
人
限
定
（
記

　

念
品
進
呈
） ※

11
月
１
日
よ
り
チ

　

ケ
ッ
ト
販
売
開
始（
完
全
予
約
制
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈲
天
鷺
ワ
イ
ン

　

 

（
☎
74
―
２
１
０
０
）

平成19年11月１日号 広報ゆりほんじょう

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文 ア 総公

文

ア総

文
化
の
日

・
第
３
回
市
米
ま
つ
り
水
辺
駅
伝
競
走
大
会　

９
時
30
分
〜

・
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
内
支
部
卓
球
交
流
会　

８
時
〜
17
時

・
第
３
回
米
ま
つ
り
協
賛
「
市
民
芸
術
文
化
祭
」
８
時
30
分
〜
16
時

   

（
〜
５
日
）
文
化
会
館
地
下
会
議
室

文

ア総

・
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
「LIVE O

F RO
C
K M
IN
ISTER Vol.7

   

秋
風
に
乱
れ
て
」
13
時
〜
19
時　

入
場
料
あ
り

・
第
２
回
エ
イ
ブ
ル
親
和
Ｃ
Ｕ
Ｐ
由
利
本
荘
に
か
ほ
地
区

  

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

８
時
〜
18
時

・
第
３
回
市
民
芸
術
文
化
祭　

12
時
30
分
〜
16
時
40
分　

無
料

ア

総

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

  

18
時
〜
19
時
30
分　

登
録
料
あ
り

・
一
般
開
放
日　

９
時
〜
21
時

文

ア

総

公

・
中
央
保
育
園
発
表
会　

９
時
〜
正
午

・
由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

８
時
〜
18
時
（
〜
11
日
）

・
家
庭
教
育
講
座
① 

「
子
ど
も
と
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
」

  

10
時
〜
11
時
30
分　

受
講
料 

無
料

・
本
荘
高
校
同
窓
会
創
設
百
周
年
記
念
式
典　

13
時
〜
15
時

文

ア

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

  

９
時
〜
正
午　

無
料

・
第
26
回
ス
テ
ー
タ
ス
発
表
会　

18
時
30
分
〜
20
時　

２
千
円

総

・
休
館
日

文

・
名
誉
市
民
功
労
者
顕
彰
式　

13
時
30
分
〜
15
時

公

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
場
所
／
文
化
会
館
地
下

  

会
議
室
）
10
時
〜
12
時

ア

・
須
田
京
子
油
絵
作
品
展　

終
日
（
〜
11
日　

午
後
４
時
）
無
料



■11月の健康相談
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
その他
時間　午前９時30分～ 11時30分    

■湯ったりほのぼの教室
　どうぞ、お気軽においでください。
日時　11月22日㈭
場所　鶴舞温泉（中広間）
内容　健康相談（午前９時～11時30
分）、効果的な入浴法・軽体操（午前
10時～ 11時）　参加料　無料
■「和（なごみ）の部屋」に来てみ
　ませんか
　日ごろ、抱えている心の悩みなど
を語り合う場所です。
日時　11月26日㈪　午前10時～午後
３時
場所　本荘保健センター（鶴舞会館隣）
問い合わせ先　健康管理課

（☎22－1834）
■児童館土曜教室　もちつき大会
日時　11月10日㈯　午前10時～正午
場所　本荘中央児童館
内容　みんなで餅をついて、楽しく
　　遊ぼう
問い合わせ先　本荘中央児童館

（☎22－3489）
■フィットネスジム登録講習会
日時　11月８日㈭　午後６時、25日
㈰　午後２時　場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円
（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください。（☎22－5611）
■フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　11月11日㈰　午前９時～正午
場所　アクアパル（屋内15区画・１
区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨・衣類
・書籍など　出店料　無料
申込期限　11月８日㈭
■アクアパルジャズナイト
　～新進気鋭のジャズメンが
　　おりなすホットなひととき～
日時　11月24日㈯　午後５時30分開
場、６時開演　場所　アクアパル
入場料（全席自由）　一般／前売り
1,500円、当日1,800円　ペア券／2,700
円（前売りのみ）　学生券／ 1,000円
（同）※学生券はアクアパルでのみ
販売中。　入場券販売所　アクアパル、

本荘地域各公民館、コンノ楽器、ヤ
マハ本荘店、ジョイフルシティ本荘、
トガシ電機商会、ミュージックショッ
プササヤ　＊演奏メンバーのリーダー兼
トランペッター・佐々木大輔さんは本市
大の道出身です。　問い合わせ先　ア
クアパル（☎22－5611）
■11月からの「遊泳館」各種教室
開催日　11月２日㈮から毎週月、金
曜日　全15回
【水泳教室】
◎初級者（クロール、背泳ぎ）
午前10時15分～ 11時10分　定員40人
◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）
午前11時15分～ 12時10分　定員25人
【水中ウォーキング教室】
◎午前11時15分～ 12時10分　定員
20人　講師／水泳指導員　田口真由美
さん、佐々木君枝さん、大川はるか
さん　参加費／ 2,000円
※各教室とも参加費を初日にいただ
　きます。ただし、プール使用料は
　毎回必要です。
申し込み・問い合わせ　スポーツ振
興課（☎24－6287）または「遊泳館」
（☎24－0134）
■家庭教育講座
　「未来を生きる子どもたちのために」
 第１回　11月10日㈯　演題　子ども
と楽しくコミュニケーションを　講師
オリブ園言語聴覚士　片桐貞子さん
 第２回　11月17日㈯　演題　子ども
たちの健やかな成長を願って　講師
男鹿市宗泉寺住職　長谷川恵光さん
 第３回　12月１日㈯　演題　体の変
化と性へのめざめ～親としてどう接
すればよいのか～　講師　子どもと
親の相談員　伊藤晴美さん　各回と
も時間は午前10時～11時30分、場所
は本荘勤労青少年ホーム。定員は30
人。（託児室は先着10人まで。要予約）
問い合わせ先　本荘公民館

（☎22－0900）
■本荘郷土資料館休館のお知らせ
　11月８日㈭、引き込み電源修繕工
事のため、休館します。

■由利地域文化講演会の一部変更
　11月３日（文化の日）開催の由利
地域「文化講演会」は、都合により
「ビデオによる講演」となりました。

■朗読と音楽のひととき
　～石川達三作品とふるさと伝説を聴く～
　シンセサイザーとのコラボレーショ
ンでお贈りする「音楽と朗読の世界」
へ、ぜひ多数のご参加を。
日時　11月17日㈯　午後２時30分～
場所　岩城図書館（視聴覚室）
問い合わせ先　岩城図書館

（☎73－3673）
■「岩城図書館休館のお知らせ」 
　施設メンテナンスのため、次の期
間は休館とさせていただきます。　 
休館日　11月24日㈯～ 25日㈰

■東由利地域「防災訓練｣
日時　11月４日㈰　午後１時30分～４時
場所　東由利黒渕・地下ノ沢地内
※車両の通行に支障が出る場合があ
りますので、ご注意ください。
問い合わせ先　市民課

（☎69－2117）
■八塩パークゴルフ場の営業終了日
　11月10日㈯で今期の営業を終了し
ます。　問い合わせ先　八塩いこい
の森センターハウス（☎69－2332）

■西目保健センター　11月の開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃんが
広いスペースで思いっきり親子のふ
れあいが持てるように、集団指導室
を開放しています。
開放日　１日㈭・５日㈪・７日㈬
・14日㈬・19日㈪・21日㈬・26日
㈪・30日㈮
時間　午前10時～午後３時
■親子のスキンシップ教室
日時　11月28日㈬　午前10時～
場所　西目保健センター（☎33－3983）
対象　２カ月児からの親子
持ち物　バスタオル
■かしわ温泉健康相談
日時　11月22日㈭　午前10時～
■西目保育園「ふれあい保育」
　お子さんを保育園でのびのびと遊
ばせてみませんか。今月は「人形劇」
を行います。
日時　11月21日㈬　午前９時40分～
11時　場所　西目保育園
対象　０～３歳の未就園の子どもと保護者
問い合わせ先　西目保育園

（☎33－2022）
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日・曜日

11日㈰

13日㈫
16日㈮
20日㈫

場　　所
南内越コミュニティ体育館
小友公民館
松ヶ崎体育館
北内越公民館
石沢生活改善センター
子吉公民館

概要　畑地面積・44㌶　65区画（区
画の一部に入植できます）
主な栽培実績品目　大根、馬鈴薯、
レタス、スイートコーンなど
畑地貸付料　10㌃当たり年1,000円
貸付可能機械　（ＪＡ所有）トラク
ター　３台（60ＰＳ１台　42ＰＳ２
台）、フロントローダー１台、プラ
ウ２台、管理機械　３台（農薬散布、
畦立て、追肥、土寄せなど用）、ポ
テトハーベスター（馬鈴薯収穫用）
※使用料は料金一覧表による
 現地説明会　11月13日㈫ 
午後１時30分　現地格納庫前集合
（矢島総合支所から午後１時出発）

　農地の権利取得は、農業生産法人
ではない、一般の株式会社やＮＰＯ
法人などの法人には認められていま
せんでしたが、桃野畑地は「構造改
革特区制度」で農業生産法人以外の
法人への農地の貸し付け（リース）
が認められました。
　秀麗な鳥海山の山裾に抱かれた「桃
野畑地」にぜひおいでください。
問い合わせ先　由利本荘市　矢島総
合支所　産業課（☎55－4956）
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■関東地区西目会総会が開催されます
　11月25日㈰、関東地区西目会総会
が東京で開催されます。関東地区に
在住しているご家族やご親戚にぜひ
参加の呼びかけをお願いします。
　なお、市内から参加をご希望の方
は、準備の都合上、西目総合支所振
興課（☎33－4610）へ11月９日㈮ま
でにお申し込みください。
日時　11月25日㈰　午前10時30分
～（物産販売）、11時30分～（総
会・懇親会）　会場　ホテルグラ
ンドパレス（千代田区）　会費　男
性：8,000円、女性：7,000円
※小学生以下無料
■生涯学習交流展の作品募集
期間　11月28日㈬～ 12月２日㈰
　西目公民館シーガルを会場に「西
目地域生涯学習交流展」を開催しま
す。作品の受け付けは11月22日まで。
問い合わせ先　西目公民館シーガル

（☎33－2315）

■「オープンハート　オコジョ」の
　シンボルマーク募集
　９月に鳥海地域で住民代表23人と
専門家・行政関係者７人の計30人を
メンバーとする「自殺予防推進委員
会」（名称・オープンハート オコジョ）
を立ち上げました。そこで、この委
員会にふさわしいシンボルマークを
募集します。これから自殺予防活動
を広めていくために、親しみやすい
マークを決め、活用していきたいと
思います。作品の応募者全員に参加
賞を、また採用された方には図書券
をお贈りします。ふるってご応募く
ださい。 
応募締め切り　11月30日㈮
様式　自由（色の使用可）
応募方法　①住所、氏名、年齢を明
記のこと。②自作の作品に限ります。
その他　①出品された中から１点を
採用し、委員会のシンボルマークと
して活用させていただきます。②採
用作品の著作権は、オープンハート
オコジョおよび本市に帰属します。
③応募作品は返却しませんのでご了
承ください。
応募・問い合わせ先　〒015－0592
由利本荘市鳥海町伏見字赤渋28－１
鳥海総合支所　福祉保健課　シンボ
ルマーク係（☎57－3501）
■火災想定訓練の実施
　市消防団鳥海支団で、「火災想定
訓練」を実施します。
日時　11月４日㈰　午前８時～９時
場所　鳥海河川公園付近
　訓練は約１時間の予定で、川内地

区のサイレンが午前８時に鳴ります
ので、ご協力をお願いします。
問い合わせ先　市民課（☎57－3503）

■11日に開催　津軽民謡を聴く会
　津軽民謡日本一の吉岡正男さん一
行の迫力ある唄と踊りをお楽しみく
ださい。お誘い合わせのうえ、おい
でください。
日時　11月11日㈰　午後０時30分～
場所　寿康苑　大広間
＊おわび　本紙前号で10月28日
　と掲載しましたが、都合により
　変更しました。

■やさい王国　お客様感謝デー‼
　「やさい王国」は、地域の皆さん
とともに歩んで８年目を迎えました。
これからも「新鮮」「安い」「安全」
をモットーに商品を提供していきま
す。
日時　11月３日㈯
　　　午前10時～午後２時
場所　やさい王国
　やさい王国特製カレー、うちわも
ちの販売もあります！
　お買い上げ先着100人に新米あき
たこまちのみそタンポを無料サービ
ス‼
問い合わせ先　矢島町農林水産物直
売組合（☎55－2560）

■公共施設休館日（11月上旬）
青少年ホーム　日曜・祝日の夜間（午
後５時～）

▷生涯学習課（☎56－2203）
寿康苑　４日㈰、12日㈪

▷寿康苑（☎56－2940）
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髙　橋　嗣　帆ちゃん（武彦さん）花畑町
菅　原　　　楓ちゃん（　亘　さん）八幡下
高　野　葉　月ちゃん（　学　さん）石脇
佐々木　心　美ちゃん（博行さん）二番堰
金　子　　　詩ちゃん（義仁さん）西梵天
成　田　優　衣ちゃん（　薫　さん）石脇
太　田　　　歩ちゃん（　幸　さん）藤崎
星　野　琉　世ちゃん（満博さん）中梵天
畠　山　琉　輝ちゃん（和幸さん）川口
原　田　怜　奈ちゃん（泰彦さん）石脇
遠　藤　　　恒ちゃん（　晃　さん）石脇
織　田　ひなのちゃん（　孝　さん）東梵天
五十嵐　海　惺ちゃん（恒憲さん）石脇
佐々木　彩　斗ちゃん（博俊さん）船岡

井　島　璃　莉ちゃん（弘幸さん）鮎瀬
小　野　　　雫ちゃん（信矢さん）西梵天
谷　苗　杏　佳ちゃん（幸輝さん）一番堰
佐　藤　琉　雅ちゃん（　稔　さん）石脇
岡　崎　美　生ちゃん（哲也さん）中梵天
原　田　陸　斗ちゃん（秋則さん）石脇
小　鷹　祐　貴ちゃん（康方さん）薬師堂
藤　原　香々菜ちゃん（常雄さん）砂子下
本　間　　　光ちゃん（　充　さん）石脇
金　子　円　華ちゃん（　太　さん）矢島町城内
畠　山　　　雫ちゃん（　昭　さん）黒沢
髙　野　　　湊ちゃん（　悠　さん）新沢
加　藤　　　伶ちゃん（行廣さん）岩谷麓
小　松　叶　夢ちゃん（大輔さん）東由利田代
佐々木　　　慎ちゃん（大志さん）西目町海士剥
橋　口　陽名汰ちゃん（芳樹さん）西目町出戸
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　モンゴルの歌姫オドバル
さん「浜辺の歌」を歌う
▷とき…11月18日㈰
　　　　13：00 ～
▷ところ…ウェルサンピア
　　秋田（秋田厚生年金休
　　暇センター）
▷入場料…当日券千円（前
　　売り券700円）
▷主催…浜辺の歌まちづくり委員会
▷お問い合わせ…教育委員
　　会岩城教育事務所（☎
　　73－2468）

▷とき… 11月24日㈯～ 25
　　日㈰　午前９時～ 
▷ところ…市総合体育館
▷種目…小中学生の部（24
　　日）、一般の部（25日）
▷参加料…１人500円
▷お申し込み… 11月12日㈪
　　まで中町10本間印刷　
　所内本荘由利卓球協会
▷お問い合わせ…篠田さん
　　（☎090－8615－44　
　53）

■法人会講演会へどうぞ（入場無料）
　－『叱る』魔術　部下は必ずついてくる！－
▷とき…11月14日㈬　午後４時
▷ところ…本荘グランドホテル
▷講師…片岡五郎さん（俳優・経営診断士、
　　国際魅力学会理事長）
▷申し込み・お問い合わせ…本荘法人会佐藤
　　さん（☎24－3050）
■環境エネルギー講演会開催のお知らせ
　元ＮＨＫお天気キャスターによる講演会です。
▷とき…11月13日㈫　午後２時
▷ところ…本荘グランドホテル「鳥海の間」
▷演題…地球温暖化とその影響
　　　　～気候、食料、エネルギーの危機～
▷講師…㈶気象業務支援センター専任主任技
　　師 村山貢司さん
▷参加料…無料（自由参加）
▷申し込み・お問い合わせ…７日㈬まで本荘
　　由利・環境エネルギーフォーラム（東北
　　電力内☎34－6029）

■子育てサロン「なかまっ子」参加者募集
▷とき…11月10日㈯　午前10時～ 12時
▷ところ…鶴舞会館３階講堂
▷内容…「おみせやさんごっこ」、「絵本読み
　　聞かせ」　　▷参加料…無料
▷対象…親と子､祖父母と孫などどなたでも
▷申し込み・お問い合わせ…11月５日㈪まで、
　　社会福祉協議会本荘支所（☎24－3634）
■「家族介護教室」を開催します
　見たい、知りたい…在宅介護のポイント。ちょっと
触れてみませんか？どなたでも無料で参加できます。
▷とき…11月19日㈪　午後１時～３時
▷ところ…鶴舞会館２階研修ホール
▷定員…20 ～ 30人程度
▷申し込み・お問い合わせ…社会福祉協議会
　　本荘支所（☎24－2911）
■第30回仁賀保高校吹奏楽部定期演奏会
▷とき…11月18日㈰　午後２時開演（１時30
　　分開場）
▷ところ…本荘文化会館
▷構成…１部／クラシック・オリジナル、２・
　　３部／ポップスステージ
▷入場料…500円
▷お問い合わせ…仁賀保高校石川さん・勝又
　　さん（☎43－4791）

佐　藤　留四郎さん（85歳）矢島町立石
小助川　　　隆さん（49歳）岩城亀田亀田町
伊　藤　修　一さん（76歳）岩城亀田最上町
須　田　ヒ　サさん（83歳）前郷
最　上　ヒデミさん（80歳）前郷
小　島　　　守さん（83歳）西沢
藤　間　小　瀧さん（93歳）西沢
黒　木　春　男さん（70歳）吉沢
大　友　小一郎さん（61歳）高尾
佐々木　ナ　ミさん（95歳）中田代
東海林　貞　二さん（63歳）岩谷町
　　地　チ　サさん（87歳）中田代
奥　山　ナ　ミさん（95歳）新沢
伊　藤　マサヱさん（95歳）長坂
小　野　ハナヨさん（97歳）東由利宿
小　松　宇一郎さん（80歳）東由利田代
佐　藤　ヨウ子さん（79歳）鳥海町上川内
小　沼　ミツヱさん（54歳）鳥海町上笹子

猪　股　フサヨさん（94歳）館
細　谷　千代二さん（82歳）大浦
眞　坂　　　榮さん（84歳）大浦
工　藤　廣　治さん（78歳）山田
髙　野　昭　則さん（77歳）一番堰
佐々木　善　七さん（92歳）親川
鈴　木　ノブヱさん（104歳）山田
小　松　　　弘さん（64歳）二番堰
石　澤　久　子さん（69歳）小人町
小　松　保　美さん（81歳）花畑町
阿　部　久　圓さん（85歳）葛法
瀨　浪　タ　ミさん（88歳）花畑町
佐々木　孝太郎さん（91歳）矢島町川辺
土　田　ミ　ヱさん（84歳）矢島町七日町

浜辺の歌の作曲者成田為三が
曲想を練った道川海岸

▷日時・会場…11月10日㈯
　○記念式典　午後１時～
　　由利本荘市文化会館
　○祝賀会　午後４時～
　　ホテルアイリス
▷会費…７千円（当日持参）
▷お問い合わせ…同窓会事
　　務局（☎22－0832）

同窓会創設100周年を迎えた
本荘高校校舎
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■ 「ゆり養祭」へおいでください
▷とき… 11月23日（金・祝日） 午前９時30分～
　　午後２時40分
▷ところ…県立ゆり養護学校
▷お問い合わせ…県立ゆり養護学校（☎27－2631）
■小島彼誰著「味覚芸術」の一品を味わう会
　郷土が生んだ文人の著書の中の、季節料理を
味わいます。
▷とき…11月11日㈰  午後２時
▷ところ…ホテルエクセルキクスイ（にかほ市）
▷参加料…5,000円（料理、資料代）
※本荘地域の方はバスで送迎します。
▷申し込み・お問い合わせ…５日㈪まで阿部さ
　　ん（☎22－2693）
■平成19年度インターナショナルＤａｙ開催
▷とき…11月17日㈯  午前10時～午後12時30分
▷ところ…由利高等学校
▷講座内容…①本場中国の餃子作り、 ②韓国文
　　化と韓国語入門、 ③コロンビアンダンス入
　　門とコロンビアのクリスマス、 ④アイルラン
　　ドのリバーダンス入門とSt.Patrick Day体験
▷受講料…無料
▷申し込み・お問い合わせ…由利高校国際交流
　　推進委員会杉田さん（☎22－3219）
■染サークル  悠による｢型友禅展｣を開催
▷とき…11月18日㈰～ 23日㈮  午前10時～午後３時
▷ところ…「渡庵」北都銀行金浦支店向かい
▷入場料…無料（詩人今川洋さん協賛）
▷お問い合わせ…工藤さん（☎22－2038）
■地産地消を進める会主催
　第２回「次世代に伝えたい料理の基本」
　－基本だしを使ったおかず－
▷とき…11月23日（金・祝日） 午前９時30分～
▷ところ…市ガス水道局２階調理室
▷講師…千葉章さん
▷参加料…1,500円（材料代込み）先着20人
※エプロン、ふきん、筆記用具をご持参ください。
▷申し込み…16日㈮まで高原さん（☎23－0305、
　　FAX24－2832）

■第27回西目高校吹奏楽部定期演奏会
▷とき… 11月４日㈰  午後２時開演（１時30分
　　開場）
▷ところ…西目公民館「シーガル」講堂
▷構成…第１部／クラシックステージ、第２部
　　／ポップスステージ
▷入場料…無料
▷お問い合わせ…西目高校吹奏楽部（☎33－2203）
■本荘第一病院主催「市民講座」のご案内
▷とき…11月18日㈰  午後１時30分～３時
▷ところ…ホテルアイリス２階
▷特別講演…メタボリックシンドロームと心臓
　　の病気－肥満・血圧・コレステロール・血
　　糖・そして動脈硬化－
▷講師…県成人病医療センター循環器科診療部
　　長　佐藤匡也先生
※ご参加の方に 「防げる  治せる  心臓病」の予防
　編、検査編、治療編を各１部ずつ差し上げます。
▷お問い合わせ…本荘第一病院保健センター
　　 （☎27－1117）
■第31回本荘陶芸クラブ作陶展を開催！
▷とき… 11月16日㈮～ 18日㈰  午前９時30分～
　　午後５時
▷ところ…本荘文化会館地下１階
▷30周年記念チャリティー…１回目/16日  午後
　　１時～､ ２回目/18日  午前10時～
※売り切れ次第終了させていただきます。
▷お問い合わせ…今野さん（☎22－1828）
■第13回由利組合総合病院 病院祭へどうぞ
▷とき…11月10日㈯  午前９時～午後３時30分
▷入場料…無料
▷ところ…由利組合総合病院１･２階
▷内容…職員によるサービスコーナー、展示コー
　　ナー、救急コーナー、即売コーナー、演奏会、
　　記念公演「笑いは長寿の妙薬～副作用は家
　　庭円満～」など　　
▷お問い合わせ…由利組合総合病院総務課　（☎
　　27－1200）
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　本荘由利産学共同
研究センターで10月
21日、親子科学工作
教室（ミニソーラー
カー作り）に37組84
人の親子が参加し開
催されました。
　親子で協力し合い、
時には県立大学ソー
ラーカー研究グルー
プS.E.I.Mのお兄さん
たちの力を借りなが
ら、夢中になって製
作していました。
　完成後は自慢のミ
ニソーラーカーを手
にタイムの早さを競
い合いました。

　矢島地域元町地区
国道108号沿いの遊休
農用地へ地元の子ど
も会が作付けした飼
料用カボチャの収穫
を祝い、収穫感謝祭
が開催されました。
　元町環境保全組織
（三浦忠夫会長）が
農地・水環境向上支
援事業の一環で景観
保全と環境保全を目
的に行ったもので、
子どもたちや関係者
など約50人が参加。
　カボチャの重量を
競い合ったり、ハロ
ウィーン用に加工し
てみたりと自然の恵
みに直接触れながら
自然を満喫しました。
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